
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。



































































「鬼おに塚づか夢ゆめ子こさん、ぼくとおどって下ください」

[image: ]

　王おう子じさまみたいな衣い装しょうを着きた一いちノの瀬せくんが、私わたしの手てをにぎった。

　ここは舞ぶ踏とう会かい。

　優ゆう雅がな音おん楽がくに合あわせて、私わたしと一いちノの瀬せくんは、見みつめ合あいながらダンスをおどる。

　私わたしの胸むなもとには、うす桃もも色いろの勾まが玉たまがついたネックレス。

　ずっと欲ほしかった、少しょう女じょマンガの神かみ様さまが宿やどっている勾まが玉たまだ。

　これを持もっていれば、少しょう女じょマンガみたいな毎まい日にちを送おくることができる。

　一いちノの瀬せくんが、私わたしを見みつめて、にっこりとほほえむ。

　うれしい！

　こういうの、ずっとあこがれてたんだ！

　大だい好すきな一いちノの瀬せくんと、

　少しょう女じょマンガみたいにステキな恋こいを……！

「……あれ？」

　鳴なり続つづけている目め覚ざまし時ど計けいのベルを止とめて、上じょう半はん身しんを起おこし、部へ屋やの中なかをゆっくりと見み回まわす。

　どう見みても私わたしの部へ屋やだ。

　ベッドの脇わきには、一本ぽんの日に本ほん刀とう。

　自じ分ぶんの胸むなもとにある勾まが玉たまを、じっと見みつめる。

　そうだった。

　私わたしが持もっているのは、うす桃もも色いろの勾まが玉たまではなくて。




　──少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが宿やどる、青あおい勾まが玉たまだ。







「ママってばなんで起おこしてくれないの!?」

「え？　だってまだ夏なつ休やすみでしょ」

「今日きょうは登とう校こう日びなの！」

「あら、そうだったの。朝あさごはんは？」

「時じ間かんないからくわえて行いく！」

　食しょくパンをくわえて家いえを飛とびだす。

　今日きょうは久ひさしぶりの登とう校こう日び。

　急いそがなくちゃ。

　遅ち刻こくしてる場ば合あいじゃない。

　だって、

　だってだって！

「久ひさ々びさに一いちノの瀬せくんに会あえるんだもん！」

　私わたしがずっと片かた想おもいをしている、同おなじクラスの一いちノの瀬せ尊たけるくん。

　夏なつ休やすみに入はいってから、一いちノの瀬せくんには一いち度ども会あっていない。

　来くる日ひも来くる日ひも、少しょう年ねんマンガな熱ねっ血けつ展てん開かいに巻まきこまれてばかりで……。

　デートのお誘さそいも、できやしない。

　完かん全ぜんな一いちノの瀬せくん不ぶ足そくだよ。

　早はやく会あって、トキメキを充じゅう電でんしなくっちゃ！

　ほら、そこの角かどを曲まがれば、

　一いちノの瀬せくんに会あえそうな、トキメキの予よ感かんが……！

「──痛いたい目めにあいたくなかったら、さっさと金かね出だせよオラ！」

　……トキメキの予よ感かんが、こっぱみじんだよ。

　角かどを曲まがったら、こわそうな不ふ良りょうの集しゅう団だんが、小こ柄がらな男だん子し生せい徒とにお金かねを要よう求きゅうしていた。

　急いそいでるのに、もー！

「お金かねをとったらダメです！」

　私わたしは腰こしの魔ま剣けんを抜ぬき、不ふ良りょうたちを全ぜん員いんたたき斬きった。

　魔ま剣けんは、敵てきを斬きっても命いのちをうばうことはない。

　殺さっ気きや戦せん意いのみを切きり裂さいて消しょう滅めつさせ、戦せん闘とう不ふ能のうにする、すんごい刀かたななのだ。

「た、助たすけてくれてありがとうございました……」

「いえいえ、どーいたしまして！　気きをつけてね！」

　お金かねをとられそうだった男だん子し学がく生せいとあいさつもそこそこに、私わたしは学がく園えんにむかってダッシュした。

　早はやく一いちノの瀬せくんに会あいたいもんね！

　商しょう店てん街がいを抜ぬけて、角かどを曲まがると、

「──世せ界かいを征せい服ふくしてやる！　見みてろよ全ぜん人じん類るい！　わははははは！」

　大おおきな水すい晶しょう玉だまを片かた手てに、黒くろいマントをはおった男だん性せいが高たか笑わらいしていた。

　急いそいでるって言いってんのに、もうッ！

「世せ界かい征せい服ふくはダメです！」

　魔ま剣けんで、水すい晶しょう玉だまごと黒くろマントの男だん性せいを斬きった。

　そして再ふたたび、学がく園えんを目め指ざしてダッシュ。

「今いまので、何なん人にんになったかなあ？」

　この魔ま剣けんで、千人にんの悪あく人にんをたおせば、少しょう年ねんマンガの呪まじないが解とけるのだ。

　一いち日にちも早はやく少しょう年ねんマンガとおサラバしたい私わたしは、

　この休やすみ中ちゅうもがんばって、悪あく人にんを[image: 800]人にんもたおしたんだ。

　私わたし、えらい！

　すごくえらい！

　一学がっ期きに退たい治じした数かずと、今いまさっきたおしたのを合あわせたら、もう[image: 947]人にんも悪あく人にんをたおしたことになる。

　だから、残のこりあと53人にん！

　あと53人にんたおしたら、少しょう年ねんマンガとはサヨナラだ！

　そして、少しょう女じょマンガみたいにステキな恋れん愛あいをするんだあー！

「ようし、間まに合あった！」

　全ぜん力りょくで走はしったおかげで、いつもより早はやい時じ間かんに正せい門もんをくぐることができた。

　さあ、早はやく教きょう室しつに行いって、

　大だい好すきな一いちノの瀬せくんと久ひさ々びさに……。

「鬼おに塚づかアァァ！」

　今こん度どはなによ!?

　ドドドッと、男だん子し生せい徒との大たい群ぐんがおし寄よせてきた。

「頼たのむ鬼おに塚づか！　バスケ部ぶの試し合あいに出でてくれ！」

「急きゅうに欠けつ員いんが出でてしまったんだ！」

「いやサッカー部ぶだ！　サッカー部ぶを助たすけてくれ！」

「野や球きゅう部ぶの助すけっ人とを頼たのむ！」

「アメフトの試し合あいに出でてほしいんだ！」

　なんでいつもいつも試し合あい前まえに部ぶ員いんが足たりなくなるんだ！

　私わたしは男だん子し部ぶ員いんたちをおしのけ、かきわけて、死しにものぐるいで教きょう室しつにむかった。




「はあー、なんとか間まに合あった……」

　チャイムが鳴なる前まえに、教きょう室しつに入はいれたけど、

　朝あさから疲つかれちゃったよ。

　てゆうかさあ、なんでいつも運うん動どう系けいの助すけっ人とばっかりなのよ。

　例たとえばさ、演えん劇げき部ぶのヒロインの代だい役やくとかだったら、ふたつ返へん事じで引ひき受うけるのになあ。

「──夢ゆめ子こ、ちょっと話はなしがあるんだけど……」

　席せきでぐったりしてたら、クラスメイトのカレンに、深しん刻こくそうな顔かおで言いわれた。

「ちょっと来きて」と言いうカレンについて、廊ろう下かに出でる。

　どうしたんだろう。

　もうすぐＨホームＲルーム始はじまっちゃうけど、いいのかな。

　うちの学がく園えんには、廊ろう下かのはしにフリースペースがあって、ソファーとテーブルが設せっ置ちされている。

　そこにカレンが腰こしかけたので、私わたしもならんで座すわった。

「実じつはね、演えん劇げき部ぶの助すけっ人とをやることになったの」

　カレンが、うかない表ひょう情じょうで言いった。

　演えん劇げき部ぶの助すけっ人と？

　カレンが？

　なんでまた急きゅうに……。

「三日か後ごに、交こう流りゅう会かいがあるでしょ？」

「あ、そう言いえばそーだったね」

　ちょっと忘わすれかけてたけど、そうだそうだ、交こう流りゅう会かいがあるんだった。

　私わたしが通かよっている、この私し立りつ舎しゃ華か利り木き学がく園えんは、幼よう稚ち園えんから大だい学がくまでエスカレーター式しきで進しん学がくできる、一いっ貫かん校こうだ。

　中ちゅう等とう部ぶと高こう等とう部ぶは、同おなじ敷しき地ち内ないだけれど、

　幼よう稚ち園えんと小しょう等とう部ぶは、となり町まちにあるのだ。

　だから私わたしたち中ちゅう等とう部ぶの生せい徒ととは、顔かおを合あわせることがほとんどない。

　なのでこうして年ねんに数すう回かい、交こう流りゅう会かいが設もうけられている。

　幼よう稚ち園えんと小しょう等とう部ぶの子こどもたちを招まねいて、学がく園えん内ないを案あん内ないしたり、模も擬ぎ店てんを出だしたりして、ちょっとしたお祭まつりのようなイベントなのだ。

「その交こう流りゅう会かいでね、演えん劇げき部ぶがシンデレラの劇げきをやるんですって」

「へえ、いいじゃん。ちびっこたちもよろこぶね」

「それが昨日きのう……シンデレラ役やくと王おう子じ役やくの部ぶ員いんが、二人ふたりそろって食しょく中ちゅう毒どくで入にゅう院いんしたらしいの」

「こんな大だい事じな時ときに二人ふたりそろってなにを食たべたの？」

「それで私わたしがシンデレラ役やくを引ひき受うけることになったんだけど……」

「なるほどねー」

　カレンがシンデレラ役やくかあ。

　すごいなあ、見みてみたい！

　だけどそれよりもまず、

「めずらしいね、カレンが助すけっ人とを引ひき受うけるなんて。カレンはそういうの、ソッコーで断ことわるタイプでしょ」

　私わたしがそう言いうと、カレンは「うん」とうなずきながら、頬ほおを少すこし赤あからめた。

「シンデレラ役やくの子ことはね、幼よう稚ち園えんの時ときに同おなじクラスだったの」

「あ、そうなんだ」

「私わたしの背せ中なかにセミが止とまった時とき、その子こが取とってくれたの。命いのちの恩おん人じんなのよ」

　命いのちの恩おん人じん……。

　虫むしが大だいキライなカレンにとっては、そうなんだろうね。

　それで、恩おん返がえしをしたいということか。

「いいじゃない！　シンデレラ役やくがんばってよ。私わたしも絶ぜっ対たい観みにいくから！」

「うん、でもね……」

　カレンがなにやら、言いいにくそうに口くちごもった。

「どうしたのよカレン」

「王おう子じ役やくが……」

　ああ、そう言いえば、王おう子じさま役やくはだれなんだろう。

　カレンの相あい手て役やくができるなんて、幸しあわせな男だん子しだなー。

　学がく園えん中じゅうの男だん子し生せい徒とを敵てきに回まわしちゃうだろうねー。

「王おう子じ役やくが、一いちノの瀬せくんなのよ」

　……うん？

　一いちノの瀬せくん？

　一いちノの瀬せくんて、あの一いちノの瀬せくん？

　私わたしの大だい好すきな、一いちノの瀬せくん？

「……ええええマジでッ!?」

　なんでっ？

　なんでなんで!?

　どうして一いちノの瀬せくんなの!?

　だって一いちノの瀬せくんて、いつも一人ひとりでミステリー本ぼんを読よんでいて、演えん劇げき部ぶとは縁えんもゆかりもなさそうなのに！

「なななんで、一いちノの瀬せくんなの!?」

「最さい初しょはほかの男だん子し生せい徒とだったんだけど、私わたしと目めを合あわせると、セリフが言いえなくなっちゃうから……」

　カレンが、申もうしわけなさそうに言いった。

　ああ……そうか。

　カレンは、少しょう女じょマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれている。

　なのでカレンと目めを合あわせた男だん子しは、たいてい目めがハートマークになっちゃうのだ。

　そりゃあ、セリフも言いえなくなるよね。

「だから、一いちノの瀬せくんに頼たのむしかないのよ」

　なるほど、たしかに。

　一いちノの瀬せくんは、推すい理りマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれている。

　勾まが玉たまを持もつ者もの同どう士しは、互たがいに影えい響きょうを受うけることがないのだ。

　だから一いちノの瀬せくんは、カレンと目めを合あわせたり会かい話わをしたりしても、恋こいに落おちることはない。

「ごめんね夢ゆめ子こ。夢ゆめ子こは一いちノの瀬せくん大だい好すきだものね」

「う、うん。そうだけど、でも……」

「夢ゆめ子こがイヤなら、シンデレラ役やくを断ことわろうと思おもうの」

　カレンが、真しん剣けんなまなざしで見みつめてくる。

　私わたしのことを、気きづかってくれてるんだ。

　そういうとこカレンは、すごく優やさしいよね。

　カレンがそんなに私わたしのことを大たい切せつに思おもってくれているなら、

　私わたしもその気き持もちに応こたえないと！
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「全ぜん然ぜんダイジョブだよカレン！　ちびっこたちが劇げきを楽たのしみにしてるんでしょ？　私わたしのことは気きにしないで演えん劇げき部ぶの人ひとたちの力ちからになってあげなよ！」

「おちょぼ口ぐちになってるわよ夢ゆめ子こ」

「なってないヨ！　心こころからカレンを応おう援えんしてるカラ！」

「もうタコみたいな顔かおになってるわよ」

　私わたしなら、大だい丈じょう夫ぶ！

　ちゃんと二人ふたりのことを応おう援えんしてみせるわ！

「二人ふたりとも廊ろう下かでなにしてるの。もうすぐ先せん生せい来きちゃうよ」

　一いちノの瀬せくんが、私わたしたちを呼よびにきてくれた。

「白しら鳥とりさん、日にっ直ちょくだよね。先せん生せい来くる前まえに今日きょうの目もく標ひょうを書かかないと」

　一いちノの瀬せくんに言いわれて、カレンが「そうだったわ！」と、あわてて教きょう室しつに入はいった。

「久ひさしぶりだね、鬼おに塚づかさん」

　一いちノの瀬せくんが、にっこりとほほえんだ。

　ああ、一いちノの瀬せくん……。

　久ひさしぶりに見みる一いちノの瀬せくんは、相あい変かわらずかっこいい。

　銀ぎん縁ぶちメガネのよくにあう、クール系けい男だん子しだ。

　王おう子じさま役やくをする時ときは、やっぱりメガネは外はずすのかな？

　ああ……いいなあ。

　私わたしもシンデレラ役やくをやってみたい……！

「そう言いえば鬼おに塚づかさん。白しら鳥とりさんから聞きいた？　シンデレラ劇げきの話はなし」

「……う、うん、聞きいた！　王おう子じさま役やくだなんて一いちノの瀬せくんすごいじゃない！　がんばってね！　本ほん番ばんを楽たのしみにしてるから！」

　一いちノの瀬せくんが、じっと私わたしの顔かおを見みつめる。

　な、なんだろう。

　私わたし、変へんなこと言いったかな。

「どうしたの一いちノの瀬せくん」

「……いや、ぼくもまだまだ修しゅ行ぎょうが足たりないな」

「修しゅ行ぎょう？」

「ぼくの推すい理りでは、鬼おに塚づかさんは反はん対たいすると思おもったんだけどな」

　ええっ！

　反はん対たい？

　なんでっ!?

　私わたしのこと、そんなイジワルな女おんなの子こだと思おもってたの!?

「反はん対たいなんてするワケないじゃない！　私わたしは二人ふたりをめいっぱい応おう援えんするよ！」

「うん……そっか」

　ありがとう、と言いって、一いちノの瀬せくんは教きょう室しつに入はいって行いった。

「ほんとは、ちょっとだけ、イヤだけど……」

　廊ろう下かに一人ひとり残のこった私わたしは、ぽつりとつぶやいた。

　カレンと一いちノの瀬せくんが結けっ婚こんしちゃうなんて、お芝しば居いでもやだ。

　でもそんなこと言いったら性せい格かくわるいって思おもわれるじゃん。

　恩おん返がえししようとがんばってるカレンがかわいそうじゃん。

　だけどほんとは私わたしだって一いちノの瀬せくんとお芝しば居いやりたい！

　舞ぶ台たいの上うえだけでいいから一いちノの瀬せくんと結けっ婚こんしたい！

「──だったら、ハッキリそう言いえばいいじゃねえか」

　ん？

　だれ？

　キョロキョロと探さがしてみるけど、だれもいない。

　声こえはすれども、姿すがたは見みえず。

「……幽ゆう斗とくん？」

　ゴミ箱ばこの後うしろにかくれている男だん子し生せい徒とを発はっ見けんした。

「よお、鬼おに塚づか」

「そんなところでなにしてるの幽ゆう斗とくん」

「あれがこわくて、先さきへ進すすめないんだ」

　ゴミ箱ばこの陰かげでぷるぷる震ふるえているのは、となりのクラスの影かげ山やま幽ゆう斗とくん。

　幽ゆう斗とくんの指ゆびさす先さきには、掲けい示じ板ばん。

　図と書しょ委い員いん会かいが作つくった、おすすめミステリー小しょう説せつのポスターが貼はってある。

「幽ゆう斗とくんもしかして、あのポスターがこわいの？」

「こわいに決きまってるだろ。なんであんな恐おそろしげな表ひょう情じょうで叫さけぶ女じょ性せいのイラストが描かいてあるんだ」

「ミステリー小しょう説せつの紹しょう介かいだからしょうがないよ。絵えが上手うまいね図と書しょ委い員いん」

「たのむ鬼おに塚づか、あれをはがしてくれ」

「やだよ。私わたしが怒おこられちゃうよ」

　幽ゆう斗とくんは、おばけとか、こわい感かんじの物ものが全ぜん部ぶ苦にが手てなんだ。

　なのにホラーマンガの神かみ様さまが宿やどる勾まが玉たまを持もっているから、なにかと厄やっ介かいなんだよね。

　……あ！　そうだ！

「幽ゆう斗とくんが王おう子じさまの役やくをやればいいじゃん！」

　そうだよそうだよ！

　幽ゆう斗とくんはホラーマンガの勾まが玉たまを持もってるんだから、

　カレンを目めの前まえにしても、セリフ言いえなくなったりしないじゃん！

「おれが……演えん劇げき部ぶの舞ぶ台たいに……」

　うん？

　なんだか急きゅうに、辺あたりが寒さむくなってきた。

「おれなんかが出でたら、舞ぶ台たいがめちゃくちゃになってしまうに決きまってる……」

　床ゆかから天てん井じょうから壁かべから、ズブズブと黒くろいおばけが無む数すうに這はい出でてきた。

「ごめんごめん幽ゆう斗とくん！　わかったから！　ストップストップ！」

　幽ゆう斗とくんは極きょく度どのネガティブ思し考こうなんだった！

　大おお勢ぜいの観かん客きゃくを前まえにして、舞ぶ台たいに立たつなんてムリだよね！

　しかもこうして、ことあるごとにおばけを呼よび寄よせてしまうし！

「鬼おに塚づかさん、なにしてるの。早はやく教きょう室しつに入はいりなさい」

　おばけを魔ま剣けんで退たい治じしてたら、先せん生せいに怒おこられた。

　ふえーん！

　せっかく遅ち刻こくしないで登とう校こうできたのにー！
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「うわー、ちびっこがいっぱいだ」

　交こう流りゅう会かい当とう日じつ。

　グラウンドに、保ほ護ご者しゃにつれられた小しょう等とう部ぶの児じ童どうと、幼よう稚ち園えんの園えん児じたちが、わんさかやってきた。

　つきそいのママさんたちは、パンフレット片かた手てに、教きょう師しや生せい徒と会かい役やく員いんに質しつ問もんしたり、学がく園えん内ないの設せつ備びを熱ねっ心しんに見けん学がくしたりしている。

　数すう年ねん後ごに自じ分ぶんの子こどもがここへ通かようわけだから、そりゃそうなるよね。

　だけど当とうの子こどもたちは、そんなのお構かまいなし。

　元げん気きいっぱいに走はしりまわっている。

　グラウンド中ちゅう央おうの特とく設せつ会かい場じょうでは、ダンス部ぶによる、かっこいいダンスパフォーマンスが始はじまった。

　子こどもたちが大おおよろこびだ。

「うちのクラスも、なんかもっとハデなのやればいいのに」

　私わたしの教きょう室しつでは、「舎しゃ華か利り木き学がく園えんのあゆみ」というテーマの展てん示じをしている。

　創そう立りつされた時ときの写しゃ真しんとか、食しょく堂どうの建たて替かえがいつだったとか……。

　こんなの私わたし、ママさんたちになにか質しつ問もんされても、全ぜん然ぜん答こたえられないよ？

「──じゃあ夢ゆめ子こ、私わたしそろそろ準じゅん備びに行いってくるね」

　カレンが、カバンを持もって立たち上あがった。

　そうだ、カレンは午ご後ご一時じから、シンデレラの舞ぶ台たいに立たつんだ。

　いいなあ。

　一いちノの瀬せくんと舞ぶ踏とう会かいでダンス、うらやましいなあ。

　……でも、私わたしは二人ふたりを応おう援えんするって決きめたんだ！

「ガンバッテね、カレン！　私わたしもすごく楽たのしみダヨーっ！」

　カレンが、じっと私わたしの顔かおを見みつめる。

　なんだろう。

　顔かおになにかついてるかな？

「どうしたのカレン」

「いや、うん、まあ……いいんだけどね」

「がんばってね！　本ほん番ばんは、幽ゆう斗とくんと一いっ緒しょに観みに行いくから！」

「ああ、幽ゆう斗とは観みないって言いってたわよ」

「えっ！　なんで？」

「キョーミないんだって」

　ちょうどその時とき、うちの教きょう室しつ前まえの廊ろう下かを幽ゆう斗とくんが歩あるいていたので、あわてて呼よび止とめた。

「ちょっとちょっと幽ゆう斗とくん！　カレンのシンデレラ、観みに行いかないの!?」

　私わたしが聞きくと、幽ゆう斗とくんはこれ以い上じょうないくらいめんどくさそうな顔かおをした。

「行いかねーよ」

「なんでよ！　気きにならないのッ!?　カレンと一いちノの瀬せくんが結けっ婚こんしちゃうんだよ！　お芝しば居いだけど！」

「全ぜん然ぜんキョーミない」

　ええー！

　マジで!?

　幽ゆう斗とくんて、カレンのこと好すきなんじゃないかなあって、勝かっ手てに思おもってたんだけど。

　私わたしのカンチガイだったのかなあ。

「そんなことより、おれは今日きょうは忙いそがしいんだ」

「忙いそがしいって……幽ゆう斗とくん、実じっ行こう委い員いんとかやってたっけ？」

「鬼おに塚づかおまえ、気きづいてないのか？」

「なんのこと？」

「今日きょうやってきた幼よう稚ち園えん児じの中なかに一人ひとり、ドクロ柄がらのシャツを着きている子こがいる」

「そんなの気きづくワケないし、着きてたとしてもどうでもいいよ」

「おれはそのドクロシャツの園えん児じから、逃にげなくちゃならない」

「え、まさかこわいの？　ドクロ柄がらのシャツがこわいの？」

「だからおれは忙いそがしい。シンデレラの劇げきなんかどうでもいい」

「私わたしだって幽ゆう斗とに観みてほしくなんかないわよ」

　ぷいっとカレンは背せをむけて、そのまま行いってしまった。

　幽ゆう斗とくんも「じゃーな」と言いって、どこかへ走はしっていった。

　ええー。

　なんでこうなっちゃうのかなー。

　二人ふたりとも、いじっぱりだからなあ。
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　開かい演えん十分ぷん前まえ。

　体たい育いく館かんに入はいると、客きゃく席せきはすでに大おお勢ぜいの人ひとでうめつくされていた。

　カレンのファンらしき男だん子し生せい徒とも多おおいけど、

　やはり大たい半はんは小しょう等とう部ぶの児じ童どうと、園えん児じたちだ。

　きちんと座すわって、おりこうに待まっている。

　みんなかわいいなあ。

「さて、私わたしはどこに座すわろうかなあ」

　空あいてる席せきはないかと探さがしていたら、

「夢ゆめ子こさま、こちらです！」

　急きゅうに名な前まえを呼よばれたので、ふり返かえると、

「夢ゆめ子こさまのお席せきもご用よう意いしておきましたよ。さあどうぞ」

　日に本ほん神しん話わに出でてくる神かみ様さまみたいな衣い装しょうを着きた、銀ぎん髪ぱつの男だん性せい。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが、ちゃっかり客きゃく席せきに座すわっていた。

　いやいやいやいや。

　そんな、さも保ほ護ご者しゃみたいに座すわってるけども。

「……なんで神かみ様さまがここにいるの？」

「カレンさまの晴はれ舞ぶ台たいを、私わたしも鑑かん賞しょうしようと思おもいまして」

「少しょう年ねんマンガの神かみ様さまって、やっぱりヒマなの？」

「ちがいます。とんでもない激げき務むの合あい間まをぬって、ここに来きているのです」

「ほっぺたにカレーついてるよ」

「こちらの食しょく堂どうのカツカレーは最さい高こうですね！　ぜひまた食たべに来きたいと思おもいます！」

「そりゃよかったね」

　ほかに空あいてる席せきもなさそうなので、神かみ様さまのとなりに座すわることにした。




「──私わたしも舞ぶ踏とう会かいに行いって、王おう子じさまに会あってみたいわ」

　うわー、すごいな。

　カレンが、シンデレラやってる。

　スポットライトを浴あびてお芝しば居いするカレンは、いつも以い上じょうに光ひかりかがやいていた。

　客きゃく席せきの小しょう学がく生せいや園えん児じたちも、うっとりと観みている。

　魔ま法ほう使つかいの魔ま法ほうで、きれいなドレス姿すがたに変へん身しんすると（実じっ際さいは早はや着きがえだけど）、観かん客きゃくからは大おおきな拍はく手しゅがわき上あがった。

　そして物もの語がたりは、いよいよ王おう子じさまとの舞ぶ踏とう会かいシーンへ！

「──ぼくと、おどって下ください」

　わあああー！　一いちノの瀬せくんかっこいい！

　王おう子じさまの衣い装しょう、めっちゃにあってる！

　いいなー！

　いいなあー！

　私わたしも、一いちノの瀬せくんとおどりたいィィ！

　ダンスなんてやったことないけどォー！

「……ん？」

　王おう子じさまな一いちノの瀬せくんに見みとれていたら、頭ず上じょうで変へんな気け配はいがした。

　イヤな予よ感かんがして、顔かおを上あげてみると、

「ぎゃあああ！」

　上うえから人にん間げんが降ふってきた！

　ぶつかる！　と思おもって頭あたまを抱かかえて目めをつぶったけれど、

「──っと、間かん一いっ髪ぱつでしたね」

　なんの痛いたみも、衝しょう撃げきも、来こない。

　恐おそる恐おそる目めを開あけると、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが立たち上あがっているのが見みえた。

　落おちてきた人にん間げんの首くびねっこを片かた手てでつかみ、まるでネコをあつかうみたいにぶら下さげている。

　あぶなかったァー！

「神かみ様さまありがとう！　めずらしく助たすけてくれたんだね！」

「少しょう年ねんマンガの神かみとして、落らっ下かするお年とし寄よりを見みすごすワケにはいきませんからね」

　あ、そう。

　私わたしを助たすけたんじゃないのね。

　てゆうか、お年とし寄よりって？

「あれ、この人ひとは……」

　神かみ様さまがつかみ上あげているのは、リュックサックを背せ負おった、小こ柄がらなおじいさんだった。

　このおじいさん、ものすごく見みたことあるぞ。

「この方かたはたしか、世せ界かいを旅たびするトレジャーハンターさんですね」

　神かみ様さまがそう言いって、おじいさんを自じ分ぶんの座ざ席せきに座すわらせると、

「いかにも！　ワシは世せ界かいを旅たびするトレジャーハンター！」

　おじいさんが、血ち走ばしった目めをカッと見み開ひらいた。

「また会あったな、おじょうちゃん！　元げん気きじゃったか！」

「おじいさん、なんで上うえから降ふってきたの？」

「弁べん当とうを食くっていたら、うっかり足あしをすべらせてな！」

「うちの体たい育いく館かんの天てん井じょう、どういう仕し組くみになってるの？　お弁べん当とうを食たべるスペースがあるの？」

「そんなことよりおじょうちゃん！　ワシに力ちからを貸かしてくれい！」

「おじいさん、お芝しば居いの最さい中ちゅうだからもう少すこし小ちいさな声こえでね」

　周まわりの観かん客きゃくが、迷めい惑わくそうな顔かおでこっちを見みている。

　私わたしはすみませんと小ちいさな声こえであやまった。

　てゆうか、天てん井じょうからおじいさんが降ふってきたのに、みんな冷れい静せいすぎないか？

　迷めい惑わくそうな顔かおですむことなのか？

　まあ、これも全ぜん部ぶ、少しょう年ねんマンガ効こう果かなんだろうな……。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまの方ほうを見みると、めっちゃうれしそうな顔かおで「いかがなさいましたかおじいさ　ま！　なんでも相そう談だんして下ください！」とか言いってる。

　あーもー。

　どうせ、やるのは私わたしなんでしょ？

　あーもー。

「ワシを助たすけてくれおじょうちゃん、一いち大だい事じなのじゃ！」

「一いっ体たいどうしたのよ」

「エベレスト頂ちょう上じょうにて手てに入いれた秘ひ宝ほうを、うっかりなくしてしまったのだ！」

「どうして秘ひ宝ほうをうっかりなくすの!?」

「一いっ緒しょに捜さがしてくれ！」

「急きゅうにそんなこと言いわれても……。秘ひ宝ほうって、どんな物ものなの？」

「ガラスで作つくられていて、ハイヒールの形かたちをしておる」

　え。

　マジで？

　それってまるで……。

「それって、シンデレラに出でてくるガラスのくつみたいな……？」

「まさにじゃ！」

「えーっと……シンデレラの劇げきの最さい中ちゅうに、ガラスのくつを捜さがしに来くるとか、タイミングがよすぎじゃない？」

　大だい体たい、エベレストの頂ちょう上じょうにハイヒールの形かたちの秘ひ宝ほうって……もうどこからツッコめばいいのかわからない。

「そのガラスのくつ、今いま捜さがさなきゃダメなの？」

「ただのガラスのくつではないのじゃ！　とんでもない魔ま力りょくを秘ひめておる！　一いっ刻こくも早はやく捜さがさねばならん！」

「魔ま力りょくって、どんな？」

「そのくつを履はいて、最さい初しょに目めが合あった相あい手てと、相そう思し相そう愛あいになる魔ま力りょくなのだ」

「はあー？」

　なんだそれ、うさんくさい。

　くつを履はいただけで、目めの前まえの人ひとと両りょう想おもいになるの？

「うそっぽいなあ。どうせただの言いい伝つたえなんでしょ」

「あ、それ私わたしが作つくった恋こいグッズです」

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが、にっこりスマイルで挙きょ手しゅした。

　どういうこと？

「少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが作つくったの？　その変へんなくつを」

「はい。私わたしってばすごいんですよウフフフ」

「いやいや、なんでまたそんな物ものを？」

「数すう年ねん前まえ、少しょう女じょマンガの神かみに依い頼らいされましてねえ」

　ええッ！　少しょう女じょマンガの神かみ様さまに!?

　少しょう女じょマンガの神かみ様さまって、カレンに取とり憑ついてる神かみ様さまでしょ？

　私わたしはまだ一いち度ども会あったことないけれど。

「神かみ様さま同どう士しって、交こう流りゅうあるんだね」

「ええ、時とき愛め喜き神じん社じゃの新あたらしい恋れん愛あい成じょう就じゅグッズを作つくってくれと頼たのまれたので、履はいただけで相そう思し相そう愛あいになれるくつを作つくったのですが、『そういうことじゃない』と怒おこられてボツになりました」

　うん、まあ、そうだよね。

　履はいただけで相そう思し相そう愛あいになっちゃうとね。

　恋れん愛あいが成じょう就じゅしすぎるもんね。

「ボツになったくつを倉そう庫この中なかに片かたづけようと、運はこんでいる最さい中ちゅうに紛ふん失しつしたのですが、エベレストの頂ちょう上じょうに落おっことしていたのですねえ」

　私わたしってばうっかりさん、と言いって神かみ様さまが笑わらった。

　うっかりの度ど合あいがひどすぎる。

　いやそんなことよりも、

「本ほん当とうに相そう思し相そう愛あいになっちゃうくつなんだ……」

　この神かみ様さまが作つくったのなら、本ほん物ものだろう。

　私わたしが持もっている魔ま剣けんも、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが作つくったのだ。

「おじょうちゃん、早はやく捜さがしてくれ！　悪あくの組そ織しきがくつを狙ねらっておるのじゃ！」

「悪あくの組そ織しきが両りょう想おもいのくつでなにをするつもりなんだろう。捜さがせと言いわれてもどこを捜さがせばいいのやら……」

「おお！　あれじゃ！」

　おじいさんが突とつ然ぜん立たち上あがって指ゆびをさした。

　指ゆびさした先さきは、

　なんと、シンデレラの劇げきをやっている舞ぶ台たいの上うえ。

「ワシが捜さがしている秘ひ宝ほうは、あのくつじゃ！」

「えええええっ！」
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　舞ぶ台たいの上うえで、お城しろの使つかい役やくの人ひとが持もっている、ガラスのくつ。

　たしかにあれは、どう見みても本ほん物もののガラスだ。

　カレンの話はなしでは、市し販はんのパンプスにメタリックシールを貼はった物ものをガラスのくつとして使つかうって言いってたのに！

「──このくつに足あしがぴったりの娘むすめを、王おう子じの花はな嫁よめとする！」

　お城しろの使つかいが、イジワルなお姉ねえさんたちにくつを履はかせようとするが、

「小ちいさくて、入はいらないわ」

「このくつを履はけたら、王おう子じさまの花はな嫁よめになれるのに」

　お姉ねえさんたちが、くやしそうにしている。

　よかった、足あし先さきをちょっと入いれただけでは、魔ま力りょくは発はつ動どうしないみたいだ。

　……って、そうじゃなくて！

　やっぱりタイミングがよすぎるというか、悪わるすぎるというか。

　こんなの、トレジャーハンターのおじいさんのしこみとしか考かんがえられないよ！

　キッとにらむと、おじいさんはわざとらしく目めをそらして口くち笛ぶえを吹ふいた。

　やっぱりか。

　やっぱりアンタのしこみか！

　こんなことしてなにが目もく的てきなんだ！

　まあどうせ楽たのしんでるだけなんだろうけど！

　でも今いまはそんなこと言いってる場ば合あいじゃない。

　早はやくなんとかしなくちゃ！

「そこの娘むすめも履はいてみなさい」

　お城しろの使つかいが、シンデレラ役やくのカレンの前まえに、ガラスのくつを置おいた。

　たたたた大たい変へんだ！

　カレンは履はいちゃうよね、シンデレラだから！

「シンデレラなんてムリに決きまってるわ！」

「そうよ、シンデレラのくせに生なま意い気きよ！」

　いいぞ、イジワルなお姉ねえさんたち！

　シンデレラが履はくのを阻そ止ししてくれー！

　私わたしは立たち上あがり、ダッシュで舞ぶ台たい袖そでに入はいりこんだ。

　なんとかして、ガラスのくつを回かい収しゅうしないと！

　うす暗ぐらい舞ぶ台たい袖そでで、どうにかできないかと、辺あたりを見み回まわしてみる。

　どうしよう、どうしたらいいんだ、なにもいい案あんが浮うかばない！

　このまま舞ぶ台たい上じょうに飛とびこんで、くつを力ちからずくでもぎとってみる？

　だけど……。

　舞ぶ台たい袖そでから、客きゃく席せきの子こどもたちの顔かおが見みえた。

　みんな、ものすごく期き待たいに満みちた目めで舞ぶ台たいを見みつめている。

　シンデレラの足あしが、ガラスのくつにぴったり入はいるのを、

　今いまか今いまかと待まち望のぞんでいるのだ。

　劇げきをこわすワケにはいかない。

「夢ゆめ子こさま！」

　ふり返かえると、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまも舞ぶ台たい袖そでに来きていた。

「夢ゆめ子こさま、ここに舞ぶ台たい衣い装しょうがあります。これを着きて舞ぶ台たいに立たち、スキを見みてくつをすり替かえるのです！」

「わ、わかった！」

　そうか、衣い装しょうを着きて、物もの語がたりの一いち員いんとして登とう場じょうすれば、劇げきをこわすこともない。

　渡わたされた衣い装しょうにマッハで着きがえて、私わたしは舞ぶ台たいに飛とびだした。

　こうなったら、どうにでもなれだ！

「お、お待まちくださいシンデレラさん！」

　私わたしが叫さけぶと、ガラスのくつに足あしを入いれかけていたカレンが顔かおを上あげた。

　私わたしを見みて、ものすごくおどろいた顔かおをしている。

　劇げきをジャマしてごめんね、カレン、そして演えん劇げき部ぶのみなさん。

　でもこうしないと、カレンが目めの前まえの、お城しろの使つかい役やくの人ひとと両りょう想おもいになっちゃうから……。

「あ、桃もも太た郎ろうだー！」

「ほんとだ桃もも太た郎ろう！」

「桃もも太た郎ろうが出でてきたあー！」

　客きゃく席せきの子こどもたちが、さわぎはじめた。

　え、桃もも太た郎ろうが出でてきたの？

　マジで？

　どこどこ？

　私わたしも見みたい。

「……いや、あんたよ夢ゆめ子こ。あんたのことよ」

　カレンが、小こ声ごえで言いった。

　え？

　私わたし？

　自じ分ぶんの衣い装しょうを改あらためて見みてみると、

　どっからどう見みても、桃もも太た郎ろうのものだった。

「夢ゆめ子こさま、よくおにあいです！」

　舞ぶ台たい袖そでで、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが拍はく手しゅしてる。

　だまされた……！

　渡わたされた衣い装しょうを、確かく認にんもせずに着きたら、これだよ。

　あの神かみ様さまがめずらしく協きょう力りょく的てきだと思おもったら、これだよ。

「……ぶ、ぶれい者もの！　キサマはだれだ！」

　お城しろの使つかい役やくの人ひとが、私わたしにむかって言いった。

　なんとかお芝しば居いをつなげようとしている。

　私わたしも協きょう力りょくしなきゃ！

「ええと、私わたしは、究きゅう極きょくのきびだんごを探さがして旅たびをしている者ものです！」

「そんなおとぎ話ばなし聞きいたことないわよ」

　カレンがうでを組くみながらツッコんできた。

　いや、シンデレラのキャラこわれてるよカレン。

「と、と、とにかくですね、そのガラスのくつはちがうんです！　ニセモノなんです！」

「このくつがニセモノ？」

「はい、なのでこれは回かい収しゅうしまっす！」

　ガラスのくつを、すばやく取とった。

　よし！

　回かい収しゅうできたぞ！

　あとは、メタリックシールで作つくった方ほうのくつを渡わたせば解かい決けつだ！

「あれ、シールのくつは？」

　ちらりと舞ぶ台たい袖そでを見みると、

　トレジャーハンターのおじいさんが、シールのくつをしっかりとにぎりしめていた。

「おじいさん、そのくつをこっちに渡わたして！」

　小こ声ごえで言いうと、おじいさんが急きゅうにキリッとりりしい顔かおつきになった。

「おじょうちゃん、ワシがおとりになって、このくつで悪あくの組そ織しきを引ひきつける！」

「ん？　なに言いってんの？　早はやくそのくつ渡わたしてよ、じゃないとお芝しば居いが……」

「ワシのことは心しん配ぱいするな！」

「心しん配ぱいはしてない！　くつを渡わたして！」

「ワシは必かならず生いきのびてみせる！」

「全ぜん然ぜん会かい話わが成せい立りつしない！」

「おじょうちゃん、さらばじゃあ！」

　おじいさんは、ものすごくかっこいい感かんじで去さっていった。

　シールのくつをにぎりしめたままで。

　──どうしよう。

　どうしよう、どうしよう！

　あのくつがなかったら、お話はなしが進すすまないじゃない！

「鬼おに塚づかさん！」

　その時とき、王おう子じさま役やくの一いちノの瀬せくんが飛とびだしてきた。

　どうしたんだろう、一いちノの瀬せくん。

　ここは王おう子じさまが出でる場ば面めんじゃないはずなのに。

「鬼おに塚づかさん、いくらなんでも桃もも太た郎ろうはまずいよ。せめてこの衣い装しょうに……」

　一いちノの瀬せくんが、衣い装しょうを持もって私わたしのところへ走はしってくる。

　やっぱり一いちノの瀬せくんは優やさしい！

　私わたしのために衣い装しょうを持もってきてくれるなんて！

　そして近ちかくで見みても、王おう子じさまの衣い装しょうがよくにあってる！

　メガネ外はずしてる一いちノの瀬せくんも、すごくかっこいい～！

「うわ！」

　一いちノの瀬せくんがセットの草くさ木きにつまずいた！

　あぶない！

　だけど一いちノの瀬せくんを助たすけようとした私わたしもつまずいた。

「うぎゃあ！」

　──結けっ局きょく、私わたしも一いちノの瀬せくんも、同どう時じにころんだ。

「なにこれおもしろーい！」

「桃もも太た郎ろうがこけた！」

「王おう子じさまがんばれー！」

「桃もも太た郎ろう、こけちゃダメだよー！」

「がんばってー！」

　ちびっこたちにはげまされるとは……なんだかはずかしいな。

「あいたた……。あれ、ガラスのくつは？」

　辺あたりを捜さがすが、見み当あたらない。

　どこ行いったんだろう。

「鬼おに塚づかさんが、履はいちゃってるよ」

　一いちノの瀬せくんに言いわれて、自じ分ぶんの足あしを見みる。

「げ！　どうしよう、履はいちゃった！」

　私わたしの右みぎ足あしに、ガラスのくつがはまっている。

　顔かおを上あげたら一いちノの瀬せくんと目めが合あった。

　一いちノの瀬せくんが、きょとんとした顔かおで私わたしを見みつめる。

　ああああああ！

　一いちノの瀬せくんと、目めが合あってしまったアァァ！

　このガラスのくつを履はいて、最さい初しょに目めが合あった相あい手てと相そう思し相そう愛あいになるってことは……、

「一いちノの瀬せくんと両りょう想おもいにッ！」

　どうしよう大たい変へんだ！

　いやうれしいけど！

　でも困こまったな！

　こんな、秘ひ宝ほうの魔ま力りょくで両りょう想おもいになっちゃうとか、

　なんかズルいような気きがする！

　でもうれしい！

　でも困こまったな！

　ああどうしよう！

　困こまった！

　新しん婚こん旅りょ行こうはどこにしよう！

「──夢ゆめ子こさま」

　いつの間まにか少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが、黒くろ子この衣い装しょうを着きて、私わたしのすぐ後うしろにいた。

「夢ゆめ子こさま。幸こう福ふく感かんにひたっているところ大たい変へん申もうし上あげにくいのですが」

「なによ」

「そのガラスのくつ、一いっ般ぱんの人にん間げんが履はくと相そう思し相そう愛あいになれますが」

「うん」

「勾まが玉たまを所しょ持じしている人にん間げんが履はくと、勾まが玉たまの威い力りょくが十倍ばいに増まします」

「うそオォォ！」

　てことは、

　私わたしが持もっている少しょう年ねんマンガの勾まが玉たまの威い力りょくが、

　十倍ばいにっ!?

「──鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！　ここで会あったが百年ねん目め！」

　背はい後ごにイヤな気け配はいがする。

　ああー。

　ふり返かえりたくない。

　絶ぜっ対たいに、ふり返かえりたくない。

「そのガラスのくつは拙せっ者しゃがいただく！」

　ふり返かえると、舞ぶ台たい上じょうに忍にん者じゃが立たっていた。

　やっぱり来きたか。

「ガラスのくつを手てに入いれて、おれたちは甲こう子し園えんに行いくんだ！」

　野や球きゅう部ぶのキャプテンまでいる。

　ガラスのくつで甲こう子し園えんって行いけるのかな。

　いやいやそれよりなんとかしないと！

　シンデレラの劇げきに、忍にん者じゃと野や球きゅう部ぶのキャプテンが登とう場じょうしたらダメでしょ！

　私わたしの桃もも太た郎ろうもアウトだけどね！

　カレンはあきらめたのか、そばのイスに座すわってくつろいでる！

　すごい度ど胸きょうだ！
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「ねえママ、なんで桃もも太た郎ろうがガラスのくつ履はいてるの？」

　客きゃく席せきにいる子こどもたちの会かい話わが聞きこえてきた。

「桃もも太た郎ろうって、王おう子じさまが好すきなのー？」

「だからジャマしに来きたんだー！」

「桃もも太た郎ろうが王おう子じさまと結けっ婚こんするのー？」

　子こどもたちがザワザワとさわぎはじめた。

　ジャマをしに来きた？

　私わたしが？

　ううん、そんなつもりはない、ないんだけど……。

「カレン！　いいえ、シンデレラ！　私わたし、あなたにあやまらなくちゃいけないことがあるの！」

　私わたしが叫さけぶと、カレンは目めを少すこし見み開ひらいた。

　舞ぶ台たいをこわすつもりなんてなかった。

　ジャマをしに来きたワケでもない。

　だけど、ヤキモチをやいていたのは、事じ実じつだ。

「あのね、私わたしね……」

　言いわなくちゃ。

　カレンは私わたしの、一いち番ばんの親しん友ゆうだもの。

　かくしごととか、きれいごととか、そんなのはナシで、本ほん音ねでつきあいたいんだ。

「私わたし、カレンが一いちノの瀬せくんと舞ぶ台たいやるって聞きいて、カレン……じゃなくてシンデレラに、ヤキモチやいてたんだ！」

「ああ、うん、知しってるわよ」

「えええええッ！」

　マジでえええ!?

　おどろく私わたしとは正せい反はん対たいに、

　カレンは腕うでを組くんで座すわったまま、すずしい顔かおをしている。

「な、なんで知しってたの!?」

「いやだって、夢ゆめ……桃もも太た郎ろう、ずっとおちょぼ口ぐちだったし」

「それにしてもなんでそんなにサラッと言いうの？　親しん友ゆうにねたまれてたなんて、結けっ構こうな大だい事じ件けんじゃない!?」

「ねたまれるってほどのことでもないし。それに夢ゆめ太た郎ろうって、一いちノの瀬せくんがからむと、いつもそんな感かんじでしょ」

　え、そうかな。

　うーん。

　そう言いわれると、そんな気きもしてきたな。

　うん、そっか。

　私わたしって、いつもそんな感かんじか。

　てゆうか、今いま、夢ゆめ太た郎ろうって言いった？

　いやそれよりも、動どう揺ようしないカレンってすごいな。

　それだけ私わたしたちの友ゆう情じょうが、強つよいってことだよね。

　ちょっとやそっとのことじゃあ、私わたしたちの絆きずなは、こわれたりしないんだね！

「ありがとうカレンデレラ！　私わたしがんばるよ！　この舞ぶ台たいを守まもりぬいてみせるわ！」

「いやもうとっくにブチこわしなんだけど。カレンデレラってなに」

　私わたしに任まかせてカレン！

　今いますぐに忍にん者じゃとキャプテンを追おいはらって、シンデレラの劇げきの続つづきを……、

「そのガラスのくつをこちらへ渡わたしてもらおうか！」

　体たい育いく館かんの入いり口ぐちが、ドバーン！　と開ひらかれた。

　観かん客きゃくたちが一いっ斉せいにふり返かえる。

　そこには、黒くろい帽ぼう子しに黒くろいサングラスに黒くろいスーツ、全ぜん身しん黒くろずくめの男おとこが十じゅう数すう人にん、立たっていた。

　あー、あの人ひとたち、見みたことある。

　黒くろずくめの男おとこたちについては、１巻かんをどうぞごらん下ください。

「われわれは、謎なぞの組そ織しきだ！」

　うわー、また自じ分ぶんで謎なぞの組そ織しきって言いってるよ。

　しかし意い外がいにも、客きゃく席せきの子こどもたちは、

「謎なぞの組そ織しきかっこいい！」と盛もり上あがりはじめた。

　子こどもって、「謎なぞの組そ織しき」が好すきなのかな。

　てゆうか、観かん客きゃくのみんなは、お芝しば居いの演えん出しゅつだと思おもってるみたい。

　ようし、こうなったら、なんとかお芝しば居いっぽくしてこの場ばを乗のりきらないと。

「鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！　命いのちが惜おしければガラスのくつをよこすんだ！」

「このくつを、どうするつもり!?」

「ガラスのくつで世せ界かいを征せい服ふくするのだ！」

「できます？　ガラスのくつで世せ界かい征せい服ふくできます？」

「さっさとよこせ！」

　謎なぞの組そ織しきが、一いっ斉せいに舞ぶ台たいにむかって突とっ進しんしてくる。

　腕うでずくで追おい出だすしかないか。

　私わたしが魔ま剣けんを抜ぬいたその時とき、

「おれたちを忘わすれてもらっちゃ困こまるぜ！」

　入いり口ぐちに、また新あらたな集しゅう団だんが現あらわれた。

　今こん度どはリーゼント頭あたまの、不ふ良りょう学がく生せいの集しゅう団だんだ。

「おれたちと決けっ闘とうしろ、鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！」

　不ふ良りょうの集しゅう団だんも、ワッとこちらへ走はしってくる。

「こしゃくな！　ガラスのくつで最さい強きょうの忍にん者じゃになるのは拙せっ者しゃだ！」

「おれたちはガラスのくつで甲こう子し園えんに行いくんだ！」

「ガラスのくつさえあればオリンピックに！」

「いいやおれはガラスのくつで世せ界かい最さい強きょうの剣けん士しに！」

「宇う宙ちゅう人じんの侵しん略りゃくを、ガラスのくつで食くいとめるんだ！」

「ガラスのくつでドラゴンをたおすんだ！」

「ガラスのくつで世せ界かい一いちの料りょう理り人にんになってみせる！」

　みんなむりやりガラスのくつにからめるのやめようよ！

　十倍ばいになった少しょう年ねんマンガ効こう果かはすごいなァー！

　ガラスのくつをねらってくる集しゅう団だんを、手て当あたりしだい魔ま剣けんでぶった斬ぎっていく。

　しかし、斬きっても斬きっても四し方ほうから敵てきが飛とびかかってくる。

　いくらなんでも多おおすぎるよー！

　トレジャーハンターのおじいさんの、おとり作さく戦せんはなんだったんだ！

「夢ゆめ太た郎ろう、つよーい！」

「かっこいいー！」

「夢ゆめ太た郎ろうがんばれえー！」

「いけー！　ワルモノをやっつけろォー！」

　子こどもたちが応おう援えんしてくれている。

　なんか、客きゃく席せきからも夢ゆめ太た郎ろうって呼よばれてるけど、

　盛もり上あがってるから、まあいいか！

「鬼おに塚づかさん！」

　一いちノの瀬せくんが、私わたしの近ちかくに走はしってきた。

「一いちノの瀬せくん、こっちに来きたらあぶないよ！」

「うん、でもぼくの推すい理りが正ただしければ、ガラスのくつを脱ぬげばこの騒そう動どうはしずまるはずなんだ！」

　え、そうなの？

　それならそうと早はやく言いってよー！

「……あれ、脱ぬげない」

　くつを脱ぬごうとするが、なかなか脱ぬげない。

　このくつ、マジで小ちいさいな！

「えいっ！」

　思おもい切きり引ひっぱったら、スポーンとくつが脱ぬげた。

　勢いきおいでガラスのくつが飛とんで、大おおきく弧こを描えがき、




　なんと──カレンの頭あたまの上うえにのっかった。




　しん……、と静しずまりかえる体たい育いく館かん。

　ど、どうしよう。

　シンデレラ姫ひめの頭あたまの上うえに、ガラスのくつをのっけちゃったよ……。

　カレンが無む言ごんで、すっくと立たち上あがった。

　頭あたまの上うえにのったくつを手てに取とり、こちらへむかってツカツカと歩あるいてくる。

「──お遊あそびはおしまいよ、アンタたち」

　地ちを這はうような低ひくい声こえで言いった。

　さっきまで暴あばれまわっていた集しゅう団だんが、みんな腰こしをぬかした。

　カレン、めっちゃこわい。

　もう全ぜん然ぜんシンデレラじゃない。

　完かん全ぜんにラスボスの顔かおになってる。

　カレンが、ガラスのくつを床ゆかにそっと置おいた。

　え、まさか。

　ガラスのくつを履はくの!?

「カレンデレラ履はいちゃダメ！　カレンデレラが履はいたら、少しょう女じょマンガ効こう果かが十倍ばいになって、全ぜん校こう男だん子しがプロポーズに来くるに決きまってる！」

「でも私わたしが履はかなきゃ舞ぶ台たいが終おわらないでしょうが！」

　た、たしかにそうだけど！

　客きゃく席せきの子こどもたちが、ワクワクとした表ひょう情じょうでこちらを見みている。

　そうだよね、みんなはシンデレラがガラスのくつを履はくところが、見みたいんだもんね。

　わかってるんだけど、でも……。

　カレンが、ガラスのくつに足あしを入いれようとしたその時とき、

「──やめとけ」

　ハッと顔かおを上あげると、カレンの後うしろに幽ゆう斗とくんが立たっていた。

　幽ゆう斗とくん、いつの間まに舞ぶ台たいの上うえに来きたんだろう？

　幽ゆう斗とくんは、頭あたまをボリボリとかきながら、

「やめとけよ。くつのサイズで花はな嫁よめ決きめるような男おとこと結けっ婚こんしても、ロクなことないぞ」

　と、ちょっぴりはずかしそうな顔かおで言いった。

「本ほん当とうにおまえのことが好すきなヤツは、くつなんか履はけなくてもおまえを選えらぶだろ」

　カレンが、じっとガラスのくつを見みつめる。

　私わたしたちもみんな、黙だまってカレンを見み守まもった。

「……それもそうね」

　カレンがガラスのくつをつまみ上あげ、両りょう手てに思おもい切きり力ちからを入いれた。




　──パリィィィン。




　魔ま法ほうのガラスのくつが、キラキラと光ひかりの破は片へんになって、辺あたりを包つつんだ。

「よく考かんがえたら私わたし、選えらばれるのって苦にが手てなのよね。どうせなら自じ分ぶんで選えらびたいわ」

　カレンはさらりと髪かみをなびかせて言いった。

　こんな威い風ふう堂どう々どうとしたシンデレラ、見みたことない。

　シンデレラかっこいいー！　と、客きゃく席せきから拍はく手しゅがわき起おこる。

「では、ぼくも考かんがえを改あらためよう」

　一いちノの瀬せくんが、一歩ぽ前まえに出でた。

「花はな嫁よめを決きめる前まえに、やることがたくさんあると今いま気きづいたよ。このシンデレラのように、親おやを亡なくした子こどもが虐しいたげられることのないよう、教きょう育いく機き関かんと保ほ護ご施し設せつをもっと充じゅう実じつさせることにしよう」

　一いちノの瀬せくん、かっこいい！

　まるで本ほん物ものの王おう子じさまみたい！

「夢ゆめ太た郎ろうはー？」

「夢ゆめ太た郎ろうは、これからどうするのー？」

　客きゃく席せきの子こどもたちに聞きかれて、私わたしは、うーんと頭あたまを悩なやませる。

「ええと、私わたしも、究きゅう極きょくのきびだんごを八個こ集あつめて悪わるいオオカミをたおしたいと思おもいます！」
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「鬼おに塚づかさん、色いろ々いろ交まざってるよ」

　ドッと客きゃく席せきから笑わらい声ごえがわき上あがった。

「──こうして、この国くにはますます豊ゆたかになっていくことでしょう、めでたし、めでたし」

　ナレーションの人ひとが、気きをきかせてアドリブを入いれてくれた。

　すると体たい育いく館かんの中なかが、大おおきな拍はく手しゅに包つつまれた。

「おもしろーい！」

「こんなシンデレラはじめて！」

「夢ゆめ太た郎ろうもかっこいいー！」

　客きゃく席せきの子こどもたちが、一いっ斉せいに舞ぶ台たいにかけ寄よってきた。

　舞ぶ台たい上じょうに上あがり、シンデレラや王おう子じさまに抱だきついている。

　保ほ護ご者しゃのママさんたちも、教きょう師しのところへ行いって「うちの子こを演えん劇げき部ぶに入いれるにはどうしたらいいかしら？」なんて質しつ問もんしている。

　よかった。

　舞ぶ台たいは、なんとか成せい功こうしたんだ。

「うわあー！　おばけだ！」

「おばけ出でてきたァ！」

「こわいよー！」

　うん？

　おばけ？

　楽たのしそうだった子こどもたちの声こえが、急きゅうに恐きょう怖ふの悲ひ鳴めいに変かわった。

　よく見みると、舞ぶ台たいの周まわりを、白しろいおばけや黒くろいおばけが、ふよふよと飛とびまわっている。

　──あ、ドクロ柄がらシャツの園えん児じが、幽ゆう斗とくんに抱だきついてる。

　原げん因いんは、あれか。

　あーもー。

「はいはい、ちょっとごめんねみんな、このお兄にいちゃんにさわらないでねー」

　幽ゆう斗とくんは、直ちょく立りつしたままで白しろ目めをむいている。

　園えん児じに抱だきつかれて気き絶ぜつするとか、ほんと世せ話わがかかるんだから。

「夢ゆめ太た郎ろう、おばけやっつけて！」

「夢ゆめ太た郎ろうがんばれー！」

　子こどもたちにせがまれちゃあ、やるしかない。

　私わたしは魔ま剣けんで、無む数すうのおばけを斬きっていく。

　私わたしの大おお立たち回まわりを見みて、子こどもたちは大おお盛もり上あがりだ。

　こんなによろこんでくれると、ちょっとうれしいな。

「なんか、おっきいのが来きたよ！」

「あれもおばけなのー？」

　みんなが、入いり口ぐちの方ほうを指ゆびさしている。

　体たい育いく館かんの入いり口ぐち付ふ近きんに、なにか見みえる。

　大おおきくて黒くろい、煙けむりのかたまりのような物ものだ。

（……なんだろう、あれ……）

　その煙けむりのかたまりは、まるで生いき物もののようにうごめき、形かたちを変かえていく。

　やがて、巨きょ大だいな蜘蛛くものような形かたちになり、すごい速はやさで私わたしに突とっ進しんしてきた。

「うわあっ！」

　とっさに魔ま剣けんをふり下おろした。

　ザアッと強つよい風かぜが、私わたしの体からだを通とおりぬける。

　気きがつくと、目めの前まえには、なにもいなかった。

「夢ゆめ太た郎ろうの勝かちだー！」

「やったあー！」

　子こどもたちが手てをたたいてよろこんでいる。

　今いまのは、なんだったのだろう。

　幽ゆう斗とくんの勾まが玉たまに呼よび寄よせられた、おばけなの？

　でも、なんだか様よう子すが変へんだった。

「ねえねえ幽ゆう斗とくん、今いまのは……」

　……って、幽ゆう斗とくん。

　まだ気き絶ぜつしてるわ……。










「よかったねカレン、舞ぶ台たいはそれなりに大だい成せい功こうだったね」

「まあ、盛もり上あがってはいたわね。しっちゃかめっちゃかだったけど」

　交こう流りゅう会かいは無ぶ事じに終しゅう了りょうした。

　私わたしと一いちノの瀬せくん、カレン、幽ゆう斗とくんの四人にんで、夕ゆう暮ぐれの帰かえり道みちを歩あるく。

「ところで幽ゆう斗と、いつの間まに体たい育いく館かんに来きてたの？　キョーミないって言いってたくせに」

「たまたま、偶ぐう然ぜんだ」

「素す直なおじゃないわね。本ほん当とうは最さい初しょからずっと観みてたんでしょ」

「うるせーな。んなワケねえだろ。おまえあのドレス全ぜん然ぜんにあってなかったな」

「そっちこそうるさいわね」

　カレンと幽ゆう斗とくんが、また口くちゲンカを始はじめた。

　ああやって言いい合あいしてはいるけど、

　実じつは結けっ構こう、なかよしなんだよね。

　ケンカするほどなかがいいって言いうもんね。

「──そう言いえば鬼おに塚づかさん」

　急きゅうに一いちノの瀬せくんが顔かおをのぞきこんできたので、ドキリとした。

「ど、どうしたの一いちノの瀬せくん」

「ぼくと白しら鳥とりさんが劇げきをやることに、ヤキモチやいてたって本ほん当とう？」

「うええッ、いや、まあ、ヤキモチというか、ええと……」

「よかった。やっぱりぼくの推すい理りは当あたっていたんだね」

「推すい理り？」

　それって、どういうこと？

　一いちノの瀬せくんは、なにやらうれしそうな顔かおをしてる。

「ところで鬼おに塚づかさん、今日きょうもたくさんの敵てきをたおしてたけど、何なん人にんくらい達たっ成せいしてるんだい？」

「えっと、昨日きのうまでで[image: 947]人にんだから、今日きょうの分ぶんを入いれたらもう少すこし増ふえるはずだよ。神かみ様さまがカウントしてるから、聞きけばすぐわかるんだけど……」

　あれ、そう言いえば。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまがいない。

　どこに行いっちゃったんだろう。

　急きゅうに現あらわれて、急きゅうにいなくなるのは、いつものことだけど。

　何なん人にん達たっ成せいしたのか、聞ききたかったのになあ。

　ガラスのくつが粉こな々ごなになったから、スネちゃったのかな。

「昨日きのうまでで[image: 947]人にんか……。それなら、ぼくの推すい理りが正ただしければ、今日きょうの分ぶんを入いれたら[image: 999]人にん達たっ成せいするんじゃないかな」

「えええっ！　本ほん当とう!?」

　[image: 999]人にん達たっ成せい!?

　マジで!?

　じゃあ、残のこりあと一人ひとりじゃん！

「やったあー！　あと一人ひとりたおせば、少しょう年ねんマンガとサヨナラできるゥー！」

「そんなに少しょう年ねんマンガがイヤなんだ？」

　一いちノの瀬せくんが、まゆを下さげて笑わらった。

「当とう然ぜんだよ！　早はやく少しょう年ねんマンガの呪まじないを解といて、自じ由ゆうになりたいもん！」

「自じ由ゆうになったら、なにをするの？」

「そりゃあもちろん、少しょう女じょマンガみたいな恋こいをするんだ！」

「鬼おに塚づかさんは、いつもそれ言いってるよね」

「だって少しょう女じょマンガが大だい好すきなんだもーん！」

「残ざん念ねんだな」

　一いちノの瀬せくんが、ふうとため息いきを吐ついた。

　え？

　残ざん念ねんって、言いったの？

「ぼくは少しょう女じょマンガを読よまないから、少しょう女じょマンガみたいな恋こいが、どういうものかわからない」

　まあ、たしかに。

　一いちノの瀬せくんが少しょう女じょマンガを読よんでるところは、今いままで一いち度ども見みたことないな。

「だからぼくと鬼おに塚づかさんが恋れん愛あい関かん係けいになったとしても、少しょう女じょマンガみたいな恋こいにはきっとならないだろうね」

「ええええッ！　そうなの!?」

　あれ、でも……。

　一いちノの瀬せくん、さっき「残ざん念ねんだな」って言いってたけど。

　残ざん念ねんに思おもうってことは……。

　ん？　あれ？

　よろこべばいいの？

　それとも悲かなしめばいいの？

　なんだかよくわかんない。

「でも、鬼おに塚づかさんがそんなに少しょう女じょマンガが好すきなら」

　一いちノの瀬せくんが、メガネのブリッジを指ゆびでくいと上あげた。

「これからはぼくも少しょう女じょマンガを読よんで、ちょっと研けん究きゅうしてみるよ」

「え……」

　一いちノの瀬せくんが、急きゅうに歩あるくスピードを上あげた。

　私わたしに、顔かおを見みられたくないみたい。




　一いちノの瀬せくんが、少しょう女じょマンガを研けん究きゅうする。

　それって……、

　それって、

　それって！

　私わたしと！

　少しょう女じょマンガみたいな恋こいを、してくれるってこと!?




　私わたしはあわてて一いちノの瀬せくんの後あとを追おいかけた。

　後うしろからじゃ、どんな顔かおをしているのかはわからないけれど、

　一いちノの瀬せくんの耳みみが赤あかく染そまっているのが見みえる。

　どうしよう……、

　一いちノの瀬せくんが、私わたしのために、少しょう女じょマンガを研けん究きゅうしてくれる！

　どうしよう、うれしいっ！

　残のこりあと一人ひとりで少しょう年ねんマンガの呪まじないも解とけるし、

　今こん度どこそ始はじまるんだわ……。

　そうよ！

　そうなのよ！

　今こん度どこそ！

　少しょう女じょマンガみたいにステキな恋こいが、いよいよ始はじまるんだ──、




「──ねえ、夢ゆめ子こってば」




　ぽん、と後うしろから肩かたをたたかれる。

　あああああもうッ！

　やっぱりか！

　やっぱりどうしてもここでジャマが入はいるのかアァー！




「どうしたの夢ゆめ子こ。そんなこわい顔かおして」




　……あれ？




　後うしろをふり返かえると、きょとんとした顔かおのカレン。

　そのとなりには、幽ゆう斗とくん。

　キョロキョロと辺あたりを見み回まわしてみても、

　ヤンキーの大たい群ぐんや、

　悪あくの組そ織しきや、

　忍にん者じゃ集しゅう団だんや、

　熱ねっ血けつ運うん動どう部ぶ員いんは、どこにもいなかった。

「じゃあね夢ゆめ子こ、私わたしたちはこっちだから」

　カレンと幽ゆう斗とくんが、大おお通どおりを渡わたって帰かえって行いった。




　──おかしいな。

　いつもならここで、ジャマが入はいるのがお決きまりなんだけどな。

　少しょう年ねんマンガな展てん開かいが……。

　少しょう年ねんマンガが……。

　少しょう年ねんマンガ……。

　あれ、なんだっけ、こういうの。

　なんて言いうんだっけ。

　上手うまく言こと葉ばが出でてこなくて、もどかしい。




「ぼくたちも早はやく帰かえろう、鬼おに塚づかさん。暗くらくなっちゃうよ」

「うん……そうだね」

　一いちノの瀬せくんと二人ふたりで、歩ほ道どうを歩あるく。

　なにか、おかしい。

　一いちノの瀬せくんと二人ふたりきりなんだから、

　すごくうれしいはず。

　それなのに。

　なぜなんだろう。




　──とても大だい事じなことを、見み落おとしているような気きがする。







　ねえ、神かみ様さま。

　教おしえてよ。

　どうしてこんなに、胸むねがザワザワするの？































　なにかがおかしい、と感かんじてはいたけれど、

　それがなにかは、わからなかった。







「おはよう、鬼おに塚づかさん」

　今日きょうは二学がっ期きの始し業ぎょう式しき。

　朝あさ、玄げん関かんを出でると、家いえの前まえに一いちノの瀬せくんが立たっていた。

「おはよう、一いちノの瀬せくん。わざわざむかえに来きてくれたの？」

「うん。鬼おに塚づかさんに借かりた『少しょう女じょはその日ひ恋こいをする』の感かん想そうも、早はやく伝つたえたかったしね」

　──交こう流りゅう会かいの帰かえり道みちで、一いちノの瀬せくんは「少しょう女じょマンガを研けん究きゅうする」と宣せん言げんした。

　その翌よく日じつ、私わたしの家いえへやってきて、

「鬼おに塚づかさんおすすめの少しょう女じょマンガを教おしえてほしい」と言いうので、私わたしが今いま一いち番ばんハマっている少しょう女じょマンガを貸かしてあげたのだ。

「もう全ぜん巻かん読よんだの？」

「うん。すごくおもしろかったよ。ありがとう」

「本ほん当とうに？　よかった！」

　一いちノの瀬せくんとおしゃべりしながら、学がく園えんへの道みちをゆっくり歩あるく。

　好すきな人ひとと一いっ緒しょに登とう校こうできるのって、すごくステキ。

「鬼おに塚づかさん、一つ質しつ問もんしてもいいかな」

「なあに？」

「実じつは『少しょう女じょはその日ひ恋こいをする』第だい５巻かんの75ページで、わからないところがあるんだけど」

「ちょ、教きょう科か書しょみたいに言いわないで」

「海うみ崎ざきくんが学がっ校こうの屋おく上じょうから、グラウンドで部ぶ活かつ中ちゅうの夏なつ美みにむかって好すきだと告こく白はくするシーンで、夏なつ美みが感かん動どうして泣ないていたけれど」

「ああ、うん」

「あんな風ふうに、大おお勢ぜいの前まえで告こく白はくされるのが女じょ子しは好すきなのかな？　ぼくにはちょっと理り解かいしがたくて」

「それは……」

　どうなのかなあ。

　大おお勢ぜいのギャラリーの前まえで、告こく白はくとかプロポーズとか、映えい画がなんかじゃよく見みるけど。

　よく考かんがえたら、ちょっとはずかしいよね。

「人ひとそれぞれなんじゃないかな。大おお勢ぜいの前まえで告こく白はくってのは、私わたしはそんなに好すきじゃないかも……」

「そっか。鬼おに塚づかさんが好すきじゃないなら、やめておくよ」

「え……」

　それって、つまり、

　もし私わたしが「好すきだ」と答こたえたら、実じっ践せんするつもりだったの？

　一いちノの瀬せくんの方ほうを見みると、にこりとほほえまれた。

　心しん臓ぞうが、ドキリとはねる。

　──なんだかこれって、すごく少しょう女じょマンガっぽい。

　ずっとあこがれていた、少しょう女じょマンガみたいにステキな恋こいが、

　これから始はじまる予よ感かんがする！

　だけど……。

　自じ分ぶんの胸むなもとにある首くびかざりに、視し線せんを落おとす。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが宿やどる勾まが玉たまは、今日きょうも青あおくかがやいている。

　少しょう年ねんマンガと縁えんを切きるには、千人にんの悪あく人にんをたおさなくてはならない。

　一いちノの瀬せくんの推すい理りでは、残のこりあと一人ひとりらしい。

　なのに、その一人ひとりが全ぜん然ぜん出でてこない。

　ほら、今日きょうも──、

「どうしたの？　鬼おに塚づかさん。急きゅうに立たち止どまったりして」

「うん……」

　──学がく園えんに、着ついてしまった。

　なにごともなく。

　以い前ぜんは角かどを曲まがるたびに、不ふ良りょうや、悪あくの組そ織しきと出でくわしていたのに。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまも、めっきり姿すがたを現あらわさなくなった。

　なんだか、調ちょう子しが狂くるっちゃうなあ。

「国こく語ごを担たん当とうします、赤あか無な木ぎトオルです」

　始し業ぎょう式しきは、新あたらしい先せん生せいのあいさつからスタートした。

　長ちょう身しんで、端たん整せいな顔かお立だちの男だん性せい教きょう師し。

[image: ]

　女じょ子し生せい徒とたちが、きゃあきゃあとうれしそうな声こえを上あげた。

　退たい職しょくした教きょう師しがいるワケでもないのに、

　どうしてこんな時じ期きに、新あたらしい先せん生せいが入はいってくるのだろう？

　なんだか変へんだなあ、と思おもったけれど、

　考かんがえても答こたえは出でないので、考かんがえるのをやめた。

　校こう長ちょう先せん生せいのつまらない話はなしを聞ききながら、左ひだり手てで、刀かたなの鞘さやをなでる。

　今日きょうも魔ま剣けんは、私わたしの左ひだり腰ごしにある。

　一いっ体たいいつまでこの刀かたなを持もたなきゃいけないんだろう。

　体たい育いく館かんの窓まどから見みえる、くもり空ぞら。

　台たい風ふうでも近ちかづいているのかな。

　やけに頭あたまがぼんやりする。

　きっとこれは、夏なつバテだ。

　そう思おもうことにした。
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「あの子こたち、赤あか無な木ぎ先せん生せいのファンクラブを作つくるんですって」

　熱ねっ心しんなことね、とカレンがあきれ顔がおで言いった。

　化か学がく室しつへむかう途と中ちゅう、職しょく員いん室しつに大たい量りょうの女じょ子し生せい徒とがむらがっているのが見みえた。

　赤あか無な木ぎ先せん生せいが「職しょく員いん室しつは遊あそぶところじゃないぞ」と、

　迷めい惑わくそうな顔かおで女じょ子したちを追おいはらっている。

　うちの学がく園えんへやってきて、はや一ヶか月げつ。

　赤あか無な木ぎ先せん生せいは、あっという間まに女じょ子し生せい徒とたちのアイドルとなった。

　切きれ長ながの瞳ひとみが、ちょっと冷つめたそうな印いん象しょうだけど、

　二十代だい後こう半はん、長ちょう身しんで独どく身しんでイケメンとくれば、人にん気きが出でるのも仕し方かたがない。

「しかし赤あか無な木ぎ先せん生せいには、よからぬウワサがあるみたいだね」

「うわ、びっくりした」

　いつの間まにか、すぐ後うしろに一いちノの瀬せくんが立たっていた。

　ほんといつも登とう場じょうがとうとつなんだから……。

（──あれ？）

　いつも、少すこし目め線せんを上あげたところに一いちノの瀬せくんの顔かおがあったはずなのに。

　今いまはすごく見み上あげなくちゃいけない。

　一いちノの瀬せくん、背せが高たかくなった？

「どうしたの夢ゆめ子こ。顔かおが赤あかいわよ」

　カレンに言いわれて、あわてて顔かおを手てであおぐ。

　おかしいな私わたし。

　一いちノの瀬せくんの背せが伸のびて、

　なんで赤あかくならなきゃいけないの。

「いやあのほら、今日きょうって暑あついよね！」

「そうかしら。涼すずしいわよ」

「ええーっと、一いちノの瀬せくん、よからぬウワサってなに？」

「ああ、それがね……」

　一いちノの瀬せくんが、メガネのブリッジを指ゆびでくいとおし上あげた。

「赤あか無な木ぎ先せん生せいが、うちの女じょ子し生せい徒ととつき合あっているらしいんだ」

　え、マジで？

　それってもしかして、教きょう師しと生せい徒との禁きん断だん愛あい!?

「女じょ子し生せい徒とって、だれなの？」

　とカレンが聞きくと、

「二年ねん二組くみの、式しき部ぶ京きょう子こだ」

　と、一いちノの瀬せくんが教おしえてくれた。

　式しき部ぶ京きょう子こ。

　一年ねん生せいの時ときに同おなじクラスだったから、顔かおは知しっている。

　だけどほとんど話はなしたことはない。

　メガネをかけていて大人おとなしくて、目め立だたない子こだった。

「真しん偽ぎのほどはわからないが、二人ふたりが学がく園えん内ないで頻ひん繁ぱんに行こう動どうを共ともにしているのは、目もく撃げき者しゃの証しょう言げんからしても事じ実じつらしい」

　一いちノの瀬せくんの話はなしを聞きいて、カレンの顔かお色いろが急きゅうに悪わるくなった。

「なにか、おかしい気きがするわ」

　カレンがつぶやいた。

「ああ、ぼくもだ」

　一いちノの瀬せくんがうなずいた。

「おれもそう思おもう」

　幽ゆう斗とくんも、やってきた。

「イヤな予よ感かんがする。なにも起おきなきゃいいけどな……」

　普ふ段だんから浮うかない表ひょう情じょうの幽ゆう斗とくんだけど、

　今日きょうはいつにも増まして、暗くらい顔かおをしている。

　みんなも、私わたしと同おなじように感かんじているのかな？

　夏なつ休やすみ明あけからずっと、頭あたまの奥おくで、非ひ常じょうベルが鳴なり続つづけているような感かんじがしている。

　だけど、どうしたらいいのか、わからない。

「──なにやってるんだ。授じゅ業ぎょうが始はじまるぞ」

　赤あか無な木ぎ先せん生せいが、私わたしたちにむかって言いった。

　その目めがとても冷れい酷こくで、私わたしは背せ筋すじがぞっとした。










「夢ゆめ子こ、今いまからカラオケ行いかない？」

　六時じ限げん目め終しゅう了りょう後ご、帰かえる準じゅん備びをしていたらクラスメイトに誘さそわれたけど、

　どうにも気き分ぶんが乗のらない。

「ごめん、今日きょうはやめとく。そう言いえばカレンは？」

　カレンの姿すがたがない。

　ついさっきまでそこにいたのに。

「体たい調ちょう悪わるいからって、もう帰かえったよ。三組くみの影かげ山やまくんがつきそってあげてたけど」

「そっか……」

　カレン、今日きょうずっと顔かお色いろ悪わるかったもんね。

　幽ゆう斗とくんが一いっ緒しょなら、きっと大だい丈じょう夫ぶだね。

　私わたしも帰かえろうと思おもい、カバンを持もって教きょう室しつを出でた。

　おかしいな。

　廊ろう下かがとても長ながく感かんじる。

　私わたしって、こんなに歩あるくのおそかったっけ？

　のろのろとしか前まえに進すすめない。

　身体からだが、鉛なまりのように重おもい。

　窓まどの外そとを見み上あげた。

　きっとこの、くもり空ぞらのせいだ。

「──きゃ！」

「うわ！」

　ボーッとしていたせいで、だれかにぶつかってしまった。

「あ、ごめんね！」

「ううん、私わたしもぼんやりしてたから」

　ぶつかった相あい手ては、なんと式しき部ぶ京きょう子こだった。

　赤あか無な木ぎ先せん生せいとウワサになっている、張ちょう本ほん人にんだ。

　一年ねん生せいのころより、少すこし髪かみが長ながくなっただろうか。

　でも丸まるいメガネと、大人おとなしそうな印いん象しょうは今いまも相あい変かわらずで、

　教きょう師しと恋こい仲なかになるような人じん物ぶつには、とても見みえない。

（──ん？　なんだろう、これ）

　足あし元もとに、白しろい紙かみがいくつも散さん乱らんしているのに気きづいた。

　式しき部ぶさんの物ものだろう。

　ぶつかった拍ひょう子しに落おとしたにちがいない。

　ひろおうとしたら、「いいよ、私わたしがやるから」と式しき部ぶさんに止とめられたけど、そうはいかない。

　ボーッとしていた私わたしが悪わるいんだから。

「え、これって……」

　ひろい上あげて、おどろいた。

　それはただの紙かみじゃなかった。

　マンガの原げん稿こう用よう紙しだ。

　散ちらばった全すべての紙かみに、マンガがぎっちりと描かきこまれている。

　小ちいさなコマの中なかに、躍やく動どう感かんあふれるバトルシーンが描えがかれていて、

　これは少しょう年ねんマンガなのだということが、一ひと目めでわかった。

　式しき部ぶさんがはずかしそうに目めをふせた。

　これは、彼かの女じょが描かいたのだろうか？

「──ありがとう、ひろってくれて」

　式しき部ぶさんが、私わたしの手てから原げん稿こう用よう紙しを受うけ取とろうとしたけど、

　私わたしは、どうしても、はなせなかった。

　だって、

　……だって！

「お願ねがい！　このマンガ、もっと読よませて！」

　めちゃくちゃおもしろそうなんだもん！
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「おもしろかったあー！」

　駅えき前まえのハンバーガーショップで、私わたしは式しき部ぶさんの描かいたマンガを読よませてもらった。

　特とく殊しゅ能のう力りょくを持もった主しゅ人じん公こうの少しょう年ねんが、悪あくの組そ織しきと戦たたかう話はなしなんだけど、

　読よみはじめてすぐにマンガの世せ界かい観かんに引ひきこまれてしまった。

　式しき部ぶさんに、こんなすごい才さい能のうがあったなんて。

「ほんとにこれ、式しき部ぶさんが描かいたの!?」

「う、うん」

「すっごおい！　式しき部ぶさん天てん才さいだね！」

「いや、別べつにそんな……」

「だってめちゃくちゃ絵えが上手うまい！　しかもおもしろい！　早はやく続つづきが読よみたいなあ！」

「そ、そお……？」

　式しき部ぶさんは、私わたしのテンションにちょっと引ひき気ぎ味みだけど、そんなことかまってられない。

　だって本ほん当とうにおもしろいんだもん！

　主しゅ人じん公こうの男おとこの子こも魅み力りょく的てきだし、なんと言いってもアクションシーンが大だい迫はく力りょく！

　普ふ段だんは少しょう女じょマンガしか読よまない私わたしが、こんなにのめりこんでしまうなんて。

　おもしろくて、ページをめくる手てが止とまらなかった。

　少しょう年ねんマンガでこんなに興こう奮ふんしたのは、初はじめてかも知しれない！

　素人しろうとが描かいた作さく品ひんとは思おもえないよ！

「式しき部ぶさんは、マンガ家かを目め指ざしてるの？」

「まさか。趣しゅ味みで描かいてるだけだよ」

　式しき部ぶさんは、まゆを下さげてほほえんだ。

「うちの親おや、すごく頭あたま固かたいから。家いえではマンガを読よむのも描かくのも禁きん止しなの」

「へえ、厳きびしいんだ……」

「うん。パソコンも取とり上あげられちゃったし、スマホもすごく制せい限げんあるし。両りょう親しん二人ふたりとも医い者しゃだから。マンガ家かになりたいなんて言いったら、ぶっ飛とばされちゃう」

「そんなあ。手て塚づか治おさ虫むだって医い学がく部ぶとマンガを両りょう立りつさせたのに」

「あはは、ほんとだね」

「じゃあ、この原げん稿こうはどうやって描かいてるの？」

「学がく園えんで休やすみ時じ間かんにこっそりとね」

「こっそりだなんてもったいない！　式しき部ぶさんのマンガ、もっといろんな人ひとに読よんでもらいたいよ！　この原げん稿こうどっかに応おう募ぼしようよ！」

「そうやって言いってくれるの、鬼おに塚づかさんが二人ふたり目めだよ」

「二人ふたり目め？」

「赤あか無な木ぎ先せん生せいがね、私わたしのマンガをすごくほめてくれたの」

　ドキリとした。

　本ほん人にんからその名な前まえが出でるとは思おもわなかった。

　あのウワサは、本ほん当とうなのかな。

　思おもい切きって聞きいてみようか。

「ねえ、式しき部ぶさん」

「なあに？」

「あのウワサは本ほん当とうなの？　あなたと赤あか無な木ぎ先せん生せいが、つき合あってるっていう……」

　式しき部ぶさんが、飲のみかけていたシェイクをブハァッとふき出だした。

「……し、信しんじられない！　そんなウワサがあるの!?」

　式しき部ぶさんの顔かおが、ゆでダコみたいに真まっ赤かになった。

　へえ、こんな顔かおもするんだ。

　なんだかちょっとおもしろい。

「そんなのデタラメよ！　私わたしと先せん生せいは、全ぜん然ぜんそんな関かん係けいじゃないから！」

「でも、二人ふたりがいつも一いっ緒しょにいるからって」

「そ、それは……」

　式しき部ぶさんが、ためらいがちに口くちを開ひらいた。

「……授じゅ業ぎょうサボって、校こう舎しゃ裏うらでマンガを描かいてたら、たまたま赤あか無な木ぎ先せん生せいに見みつかっちゃって。怒おこられるかと思おもったのに『すばらしい才さい能のうだ』ってほめてくれたの」

　それはすごく意い外がいだ。

　あの先せん生せいは、そういうこと言いわなそうなタイプだと思おもってたのに。

「ぜひ続つづきも読よませてほしいって言いわれて。描かき上あげるたびに、先せん生せいに読よんでもらってるだけ」

　赤あか無な木ぎ先せん生せいが、そんなにマンガ好ずきだったなんて。

　生せい徒との可か能のう性せいを引ひきだしてくれる、優やさしい先せん生せいなのかな？

　うーん、イメージと合あわないなあ。

「赤あか無な木ぎ先せん生せいと出で会あって、私わたしの世せ界かいはガラリと変かわったわ」

　式しき部ぶさんが、ふわりとほほえんだ。
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「私わたしのマンガを読よんでくれる人ひとがいて、続つづきを待まっていてくれる、それがこんなにすばらしいことだったなんて」

　自じ分ぶんが描かいたマンガ原げん稿こうを、愛いとおしそうになでた。

　だけど見みつめているのは原げん稿こう用よう紙しではないことに、私わたしはすぐ気きづいた。

　原げん稿こう用よう紙しのそのむこうに、だれかの姿すがたを見みているのだ。

「だからね、赤あか無な木ぎ先せん生せいに恩おん返がえしがしたいの。でも私わたしの取とり柄えはマンガだけだし。先せん生せいにおもしろいと思おもってもらえるマンガを描かくことで、恩おん返がえしになればなあって思おもって」

　式しき部ぶさんは、気きづいているのだろうか。

　赤あか無な木ぎ先せん生せいを語かたる時ときの、自じ分ぶんの幸しあわせそうな顔かおに。

　ウワサは否ひ定ていしていたけれど、先せん生せいへの想おもいは、きっと本ほん物ものだ。

「それならなおのこと、プロのマンガ家かを目め指ざした方ほうがいいんじゃない？　赤あか無な木ぎ先せん生せいも、きっとよろこぶと思おもうよ」

　私わたしが提てい案あんすると、式しき部ぶさんは、はっとおどろいた顔かおをした。

「……私わたしが、プロに？」

「そうよ」

「それ、先せん生せいよろこんでくれるかなあ」

「よろこぶに決きまってるじゃない！」

「じゃあ、鬼おに塚づかさんを主しゅ人じん公こうにしたマンガを描かいてもいい？」

「へっ？」

「鬼おに塚づかさんて、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが宿やどる勾まが玉たまを持もっているんでしょう？」

　式しき部ぶさんが、キラキラした瞳ひとみを私わたしにむけてきた。

　な、なんだかイヤな予よ感かんがする。

「少しょう年ねんマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれるなんてうらやましい！　私わたしも神じん社じゃでおみくじ引ひいたけど、何なん度どやっても大おお当あたりは出でなかったわ」

「いやあ……少しょう年ねんマンガの勾まが玉たまなんか持もってても、なにもいいことないよ……」

「そんなことない！　鬼おに塚づかさんが不ふ良りょうをぶっ飛とばすのを偶ぐう然ぜん見みたことあるんだけど、すごくカッコよかった！」

「ええー？　そうかなあ……？」

「鬼おに塚づかさんを主しゅ人じん公こうに、少しょう年ねんマンガ描かかせて！」

　お願ねがい！　と式しき部ぶさんが手てを合あわせて頭あたまを下さげた。

　とてもじゃないが、断ことわれない迫はく力りょくがたっぷりだ。

　式しき部ぶさんて、こんなにおしの強つよい子こだったの？

「私わたしを主しゅ人じん公こうにって……それどんなマンガになるの？」

「最さい強きょうの女じょ子し中ちゅう学がく生せいが、ワルモノをバッタバッタたおすストーリーよ！」

「やっぱりそう来きたか」

「ダメなの？」

「どうせなら、イケメンと両りょう想おもいになる話はなしにしてよ」

「あーゴメン。私わたしそういう系けいは苦にが手てなんだ」

「なに言いってんの、マンガに恋れん愛あい要よう素そは重じゅう要ようだよ！　初はじめはなんとも思おもってなかった男だん女じょが、しだいに心こころひかれ合あってゆき……」

「うわあームリムリ！」

「描かく前まえにムリって言いわないでよ！」

「だってムリだもん！　聞きいただけで鳥とり肌はだ立たってきた！」

「じゃあアレだ、甘あまさひかえめにしよう。本ほん筋すじはあくまでもバトル物ものにしておいて、恋れん愛あい要よう素そをすき間まにねじこんで、主しゅ人じん公こうは身体からだは小しょう学がく生せいだけど頭ず脳のうが大人おとなで……って、あれ？　なんかおかしくなってきた」

　式しき部ぶさんが、ぷーっとふき出だした。

「なんだか不ふ思し議ぎ。私わたしたち、マンガの趣しゅ味みが全ぜん然ぜんちがうのに、話はなしてると楽たのしいのはなんでだろう」

　ころころと笑わらうもんだから、思おもわず私わたしまで笑え顔がおになってしまった。

　好すきなジャンルがちがったっていいんだ。

　少しょう年ねんマンガだろうと、

　少しょう女じょマンガだろうと、

　マンガ好ずきが集あつまれば、楽たのしいに決きまってる！

「ねえ、式しき部ぶさん」

「京きょう子こでいいよ」

「じゃあ、私わたしのことも夢ゆめ子こでいいよ」

「ほんと？　なんかうれしいな」

　私わたしたちは視し線せんを合あわせて「ふふふ」と笑わらいあった。

「──うわサイアク。オタク京きょう子こがいるよ」

　ハンバーガーを載のせたトレイを持もった、五人にんの女じょ子しグループが、私わたしたちのすぐ横よこを通とおりすぎた。

　うちの学がく園えんの制せい服ふくだ。

　どこかで見みたことある顔かおだなあ。

　ああそうだ、赤あか無な木ぎ先せん生せいのファンクラブを作つくるとかで、職しょく員いん室しつにむらがっていた女じょ子したちだ。

「知しってる？　あいつ、屋おく上じょうとかでかくれてマンガ描かいてやんの」

「やだ気き持もち悪わるーい」

「オタクって、なんかこわいよね」

「マンガが好すきなんじゃなくて、ともだちいないから仕し方かたなくマンガ描かいてるんでしょ」

「どうせ大たいしたマンガも描かけないくせにね」

　少すこしはなれた席せきに座すわり、こちらに聞きこえるように、わざと大おお声ごえで話はなしている。

　これはきっとアレだ、赤あか無な木ぎ先せん生せいとウワサになってる京きょう子こに、ヤキモチをやいてるんだ。

　一ひと言こと文もん句くを言いってやろうと、立たち上あがったら、

「いいの、私わたしは全ぜん然ぜん気きにしてないから」

　京きょう子こが私わたしの腕うでをつかみ、座すわらせた。

「でも……」

「いいのよ。ありがとう鬼おに塚づかさん」

「夢ゆめ子こでいいって言いったじゃん」

「あ、そうか。ごめん夢ゆめ子こ」

　ぺろっと舌したを出だして笑わらう京きょう子この胸むなもとに、首くびかざりがあるのに気きがついた。

　丸まるくて、黒くろい石いしが一つ、ついている。

　パワーストーンだろうか。

　私わたしはその石いしが、やけに気きになってしまった。

　その首くびかざりはどこで買かったの？　とたずねようとした時とき、

「オタク京きょう子こと一いっ緒しょにいるの、あれだれ？」

　五人にん組ぐみの声こえが、また聞きこえてきた。

「知しらない。京きょう子このともだちじゃない？」

「いやいや、あいつにともだちなんかいないでしょ」

「オタク仲なか間まを見みつけたとか？」

「ここからじゃ、顔かおがよく見みえないなあ」

「ねえ、だれか近ちかくまで行いって、顔かお見みてきてよ」

「ついでにクラスと名な前まえ聞きいちゃえ」

「私わたし、ちょっと行いってくるわ」

「おう、行いけ行いけ舞まい子こ！」

「頼たのんだぜ舞まい子こ！」

　五人にん組ぐみが、ハンバーガー片かた手てにゲラゲラ笑わらっている。

「出でよう、夢ゆめ子こ」

　京きょう子こが、青あおい顔かおですばやく立たち上あがった。

　しかも、五人にん組ぐみに私わたしの顔かおが見みえないように、

　私わたしを背せ中なかでかくすようにして、店みせの出で入いり口ぐちへと誘ゆう導どうする。




　──ありがとう、京きょう子こ。

　自じ分ぶんの悪わる口くちは平へい気きなのに、

　私わたしに被ひ害がいが及およぶことを気きにかけてくれて。

　でも、ごめんね。

　私わたしはね、

　やっぱ少しょう年ねんマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれてるからさ。

　がんばる女おんなの子こは、放ほうっておけないんだ。
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　私わたしは五人にん組ぐみのテーブルまで行いき、

　胸むねを張はって敬けい礼れいして、大おお声ごえで自じ己こ紹しょう介かいをした。

　五人にん全ぜん員いんが、口くちを開あけて、ぽかんとしていた。




「──ゆ、夢ゆめ子こ！」

　ハンバーガーショップを出でると、京きょう子こが腕うでにしがみついてきた。

「どうしたの京きょう子こ」

「な、なんで自じ分ぶんの名な前まえを言いったりしたの!?」

「だってあの子こたち、私わたしのこと知しりたいみたいだったし」

「私わたしのともだちだと、誤ご解かいされちゃうじゃない！」

「誤ご解かいもなにも、私わたしたちともだちでしょ？」

　ニカッと笑わらうと、京きょう子こはぼう然ぜんとした。

「──夢ゆめ子こって、やっぱり少しょう年ねんマンガの主しゅ人じん公こうみたいだね」

　京きょう子こが、泣なきそうな顔かおで笑わらった。




　京きょう子この胸むなもとで、黒くろい石いしがゆれている。

　なぜだろう。

　あの石いしを見みると、

　とても不ふ安あんな気き持もちになる。




　どうしてもあの石いしが苦にが手てな私わたしは、

　翌よく日じつ、廊ろう下かで京きょう子ことすれちがった時とき、声こえをかけることができなかった。




　その後ご、全ぜん校こう集しゅう会かいや教きょう室しつ移い動どうで、何なん度どか京きょう子こと顔かおを合あわせる機き会かいがあったけれど、

　お互たがい素そ知しらぬふりをした。
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「──どういうこと……？」

　京きょう子こと話はなさなくなって、数すう週しゅう間かんがすぎたころ。

　信しんじられないことが起おきた。




　──朝あさ、目め覚ざめると、魔ま剣けんがなくなっていた。































　一いっ体たい、なにがどうしたというのだ。

　何なん度ど外はずしても、遠とおくへ捨すてても、

　すぐ私わたしの腰こしにもどってくるあの魔ま剣けんが、どこにもない。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまは、何なん度ど呼よびかけても応おう答とうがない。

　その上うえ、

「なんなの、この色いろ……」

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが宿やどる青あおい勾まが玉たまが、真まっ黒くろになっていた。

　この色いろはどこかで見みたことがある。

　そうだ、京きょう子この首くびかざりの石いしと同おなじ色いろだ。







「──傘かさを持もって来くるべきだったかな……」

　突とつ然ぜんの刀かたな消しょう失しつでパニックになり、家いえを出でるのがずいぶんとおそくなってしまった。

　今いまからじゃ、走はしっても朝あさのＨホームＲルームには間まに合あわない。

　急いそぎたいのに、なぜか足あしがちっとも前まえに進すすまなくて、のろのろと学がく園えんにむかう。

　空そらをあおぐと、今いまにも泣なきだしそうな灰はい色いろ。

　──魔ま剣けんは、どこに行いってしまったんだろう。

　どうして、勾まが玉たまが真まっ黒くろになったんだろう。

　だれか、教おしえて。

　腰こしにくっついていた魔ま剣けんがなくなったのに、

　どうしてこんなに身体からだが重おもいんだ。




　学がく園えんに着つくと、正せい門もん前まえに救きゅう急きゅう車しゃが停とまっているのが見みえた。

　だれか、ケガでもしたのだろうか。

　校こう舎しゃ中じゅうから、ざわめきが聞きこえる。

　学がく園えん内ないからタンカで運はこびだされてきたのは、女じょ子し生せい徒とだった。

　しかしその姿すがたを見みて、絶ぜっ句くした。




　──真まっ黒くろだった。




　身体からだも、制せい服ふくも、

　目めも、口くちの中なかも、全すべてが真まっ黒くろ。

　頭あたまから、墨ぼく汁じゅうでもかぶったみたいに。

　そしてなにより恐おそろしかったのが、その苦く悶もんの表ひょう情じょう。

　カッと瞳ひとみを大おおきく見み開ひらき、

　激げき痛つうにもがき苦くるしみ叫さけぶように、開ひらいたままの口くち。

　あまりの恐おそろしさに、私わたしは逃にげるように昇しょう降こう口ぐちへむかった。




「──おはよう夢ゆめ子こ、今日きょうはもう休やすむのかと思おもった」

　教きょう室しつへ行いくと、カレンがクラスメイトたちと一いっ緒しょに黒こく板ばん前まえで話はなしをしていた。

　一時じ限げん目めが、急きゅうに自じ習しゅうになったらしい。

「さっき大たい変へんだったのよ。八組くみの子こが救きゅう急きゅう車しゃで運はこばれたらしいんだけど……って夢ゆめ子こ、くつを履はき替かえてないじゃない」

　どうしたの大だい丈じょう夫ぶ？　とカレンに言いわれたけど、

　私わたしはなんだか上手うまく返へん事じができなくて。

　さっきの黒くろい女じょ子し生せい徒とのことを考かんがえていた。

　ああ、そうだ。

　どこかで見みおぼえがあると思おもったら、あの子こは、

　ハンバーガーショップで、京きょう子こに嫌いや味みを言いっていた五人にん組ぐみの一人ひとりだ。

　そう、京きょう子こに──。




　私わたしは、そこで意い識しきを失うしなった。
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「──気きがついた？　夢ゆめ子こ」

　見み慣なれぬ天てん井じょうが見みえた。

　どこだろう、ここは。

　しばらく辺あたりを見み回まわして、保ほ健けん室しつだということがわかった。

　カレンが、心しん配ぱいそうに私わたしの顔かおをのぞきこんでいる。

「大だい丈じょう夫ぶ？　急きゅうにたおれるんだもの。びっくりしたわ」

「ごめん……。私わたし、どのくらい眠ねむってた？」

「四時じ間かんくらいかしら。もうすぐ昼ひる休やすみが終おわるところよ」

「そっか……」

「目めが覚さめてよかったわ。夢ゆめ子こまでおかしくなっちゃったのかと、心しん配ぱいしたわよ」

「どういうこと？」

「今朝けさね、女じょ子しトイレの前まえで、全ぜん身しんが真まっ黒くろになってたおれている女じょ子し生せい徒とが発はっ見けんされたの」

　ギクリとした。

　タンカで運はこばれていった、あの子このことか。

「八組くみの女じょ子しらしいんだけど、なにが原げん因いんでたおれたのか、どうして黒くろくなったのか、全まったくわからないんですって」

「そう……」

「すぐに救きゅう急きゅう車しゃが来きて、病びょう院いんへ運はこばれていったけど、その後あとも学がく園えん内ないは大おおさわぎよ。今日きょうは授じゅ業ぎょうにならないわね」

　そりゃそうだろう。

　あんなの、見みたことない。

　あの恐おそろしい表ひょう情じょうは、忘わすれたくても、忘わすれられない。

「──ねえ夢ゆめ子こ、魔ま剣けんはどうしたの？」

　そう言いえば、まだ話はなしてなかったな。

　ゆっくりと半はん身しんを起おこして、今朝けさのできごとを説せつ明めいすると、カレンが深ふかいため息いきを吐ついた。

「やっぱり、夢ゆめ子こも同おなじ状じょう態たいなのね」

「え？　同おなじ状じょう態たいって？」

　ガラリと保ほ健けん室しつのドアが開あいた。

「ぼくたちの勾まが玉たまも、この有あり様さまさ」

　入はいってきたのは一いちノの瀬せくんと、幽ゆう斗とくんだった。

　二人ふたりの首くびにはどちらも、真まっ黒くろな勾まが玉たまが下さげられている。

　どうして真まっ黒くろなの？

　一いちノの瀬せくんの勾まが玉たまは、たしか紫むらさき色いろで、

　幽ゆう斗とくんの勾まが玉たまは、血ちのような赤あか色いろだったはず。

　カレンの方ほうを見みると、無む言ごんでうなずき、勾まが玉たまを見みせてきた。

　いつもはうす桃もも色いろにかがやいているカレンの勾まが玉たまも、真まっ黒くろになっていた。

　こんな、

　こんなことって……。

「──おまえたち、ここに集あつまっていたのか」

　さらにもう一人ひとり、男だん子しがやってきた。

　長ながい前まえ髪がみをかき上あげながら入はいってきたのは、犬いぬ神がみコウスケくん。

　彼かれも一いちノの瀬せくんと同おなじ、推すい理りマンガの勾まが玉たまを持もっている。

　本ほん来らいなら紫むらさき色いろであるはずのそれは、やはり真まっ黒くろだった。

「──ぼくの勾まが玉たまも、真まっ黒くろになったんだ」

　風ふう紀き委い員いんの剣けん持もち勇ゆう希きくんもやってきた。

　剣けん持もちくんは、異い世せ界かい転てん生せいマンガの、赤あかい勾まが玉たまを持もっている。

　しかしそれも、みんなと同おなじく黒くろ色いろになっていた。

　──六人にん全ぜん員いんが黒くろい勾まが玉たまをにぎりしめ、しばらく黙だまったままだった。

　一いっ体たい、これはどういうことなんだ。

　私わたしたちの知しらないところで、なにが起おきているのだろう。

　なんだか、すごく、こわい。

「──鬼おに塚づかさん、試ためしにこの壁かべを、たたき壊こわしてくれないか」

　一いちノの瀬せくんに言いわれて、ベッドを下おりた私わたしは、保ほ健けん室しつの壁かべを、こぶしで思おもい切きりなぐった。
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「……やはり、思おもった通とおりだな」

　一いちノの瀬せくんが、ふうと息いきを吐ついた。

　私わたしは自じ分ぶんの右みぎ手てをさすった。

　ものすごく痛いたい。

　めいっぱいなぐったのに、保ほ健けん室しつの壁かべには、ヒビの一つも入はいらなかった。

「──ぼくたちは今いま、マンガの神かみ様さまに護まもられていない。普ふ通つうの人にん間げんにもどっている」

　一いちノの瀬せくんの一ひと言ことで、室しつ内ないの空くう気きがピンと張はりつめた。

　みな、互たがいに顔かおを見み合あわせる。

「……そうね。今朝けさは私わたしの下げ駄た箱ばこに、ラブレターが一いっ通つうも入はいっていなかったわ」

「おれも、今日きょうは一いち度どもおばけに遭そう遇ぐうしていない」

「ぼくも、今朝けさから急きゅうに異い世せ界かい転てん生せいできなくなったよ」

「おれは今いまこの事じ態たいが全まったく推すい理りできないどころか、仮か説せつすら立たてられないよ！」

　カレンと幽ゆう斗とくん、剣けん持もちくんが静しずかに目めをふせ、

　犬いぬ神がみくんはもどかしそうに自じ分ぶんの頭あたまをガシガシかいた。

「……ぼくは、もっと早はやく気きづくべきだったんだ──」

　一いちノの瀬せくんが、銀ぎん縁ぶちメガネのブリッジを、指ゆびでおし上あげた。

「──イケメンの赤あか無な木ぎ先せん生せいが、少しょう女じょマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれている白しら鳥とりさんを見みても、眉まゆ一ひとつ動うごかさなかった時じ点てんで、おかしいと気きづくべきだったんだ」

　赤あか無な木ぎ先せん生せい。

　その名な前まえを聞きくと、胸むねの奥おくがザワザワとする。

　なんだろう、これは。

「──きゃああああ！」

　突とつ然ぜんどこからか悲ひ鳴めいが聞きこえて、飛とび上あがるほどおどろいた。

　だれだろう。

　あんな空くう気きを切きり裂さくような悲ひ鳴めい、普ふ通つうじゃない。

「私わたし、ちょっと見みてくる！」

　私わたしは思おもわず保ほ健けん室しつを飛とびだした。

「ダメだ鬼おに塚づかさん！　きみは今いま、少しょう年ねんマンガの力ちからを失うしなっているんだよ！」

　後うしろから、一いちノの瀬せくんが私わたしを止とめる声こえが聞きこえる。

　わかっている。

　わかっているんだけど、

　なんだか、いても立たってもいられないんだ。

「単たん独どく行こう動どうは危き険けんだ、ぼくたちも一いっ緒しょに行いこう！」

　一いちノの瀬せくんが走はしりだすと、続つづいてみんなも私わたしを追おいかけて走はしってきた。

　さっきの悲ひ鳴めいが聞きこえた方ほう向こうを探さがして、全ぜん員いんで学がく園えん内ないを走はしりまわった。

　だけど、なかなか見みつからない。

　おかしいな。

　あんなにハッキリと聞きこえたんだから、すぐ近ちかくだと思おもったのに。

「あれ……、みんな？」

　しばらくしてふり返かえると、みんながいなくなっていた。

　私わたし一人ひとりだった。

　みんな、どこに行いっちゃったんだろう。

　心しん臓ぞうがドクドクと激はげしく鳴なっているけど、これは、きっと──走はしったせいだ。

「──なんとか言いいなさいよ！」

　渡わたり廊ろう下かを走はしっていたら、女じょ子しのどなり声ごえが聞きこえた。

　校こう舎しゃ裏うらに、だれかいる。

　近ちかくへ行いってみると、二人ふたりの女じょ子しがむかい合あっていた。

　一人ひとりは、京きょう子こだった。

　下したをむいたまま、じっと動うごかない。なんだか様よう子すが変へんだ。

　そしてもう一人ひとりの女じょ子しも、見みおぼえがある。

　ハンバーガーショップで、京きょう子この悪わる口くちを言いっていたグループの中なかの、一人ひとりだ。

「あたし見みたんだから！　舞まい子こが真まっ黒くろになった時とき……アンタがそばにいたでしょ！」

　女じょ子しが怒おこりながら、京きょう子こを強つよく突つき飛とばした。

　それでも京きょう子こは、なにも言いわなかった。

「舞まい子こになにしたのよ！　なんなのアレ、なんで黒くろくなったの!?　ちゃんと答こたえなさいよ！」

「──私わたしはただ、マンガを描かいてただけよ」

　京きょう子こが、にやりと笑わらった。

　あんな笑わらい方かた、まるで別べつ人じんだ。

「いやあああ！」

　京きょう子この抱かかえてるカバンから、黒くろい物ぶっ体たいがニョロリと飛とびでてきた。

　それはヘビのように女じょ子しの身体からだに巻まきついた。

「いやあっ、なにこれ、助たすけてえ！」

　女じょ子しの全ぜん身しんが、黒くろく変へん色しょくし始はじめた。

　墨ぼく汁じゅうが染しみこむみたいにゆっくりと、

　しかし深ふかく、暗くらい、闇やみのような黒くろが、女じょ子しの身体からだの上うえに広ひろがっていく。

　頭あたまからつま先さきまで真まっ黒くろになると、ヘビのような物ものはするりと外はずれて、カバンの中なかへもどっていった。

　黒くろくなった女じょ子しは、ドタリと地じ面めんにたおれた。

　苦く悶もんの表ひょう情じょうで、石いしのように固かたまり、全まったく動うごかなくなった。

　タンカで運はこばれていった、あの子こと同おなじだ。

「──描かかなきゃ」

　京きょう子こが、持もっていたカバンの中なかから、ペンと原げん稿こう用よう紙しを取とりだした。

「描かかなきゃ、マンガを描かかなきゃ」

　その場ばに座すわりこんで、ガリガリとマンガを描かきはじめた。

「描かかなきゃ。赤あか無な木ぎ先せん生せいがほめてくれるもの」

　描かかなきゃ、描かかなきゃ、とうわごとのようにくり返かえしながらマンガを描かくその姿すがたは、とても異い様ようだった。

　恐おそる恐おそる近ちかづき、原げん稿こうを見みておどろいた。

　生いき生いきとした瞳ひとみの主しゅ人じん公こうが悪あくをたおす、少しょう年ねんマンガではない。

　血ちまみれの少しょう女じょが一人ひとり、真まっ黒くろに染そめられた世せ界かいの真まん中なかにいる。

　いやちがう、これは白しろ黒くろなだけで、全ぜん部ぶ、血ちだ。

　少しょう女じょの背はい後ごからは、黒くろいヘビのような物ものが伸のびていて、人ひと々びとを襲おそっている。

　苦くるしみ、泣なき叫さけび、息いき絶たえていく大おお勢ぜいの人にん間げんを見みて、少しょう女じょが笑わらう。

　こんな恐おそろしいマンガは、見みたことがない。

「……ねえ、京きょう子こ」

「描かかなきゃ、マンガを描かかなきゃ」

「やめて京きょう子こ、こっちむいて」

「描かかなきゃ、マンガを描かかなきゃ」

「お願ねがいだから聞きいて」

「赤あか無な木ぎ先せん生せいのために、マンガを描かかなきゃ」

「京きょう子こ！」

　ムリやり肩かたをつかんでこちらをむかせ、ぎょっとした。

　京きょう子この目めの中なかは、真まっ黒くろだった。

　白しろ目めの部ぶ分ぶんも、全すべて真まっ黒くろで、なにも映うつしていない。

　彼かの女じょの目めは、もう、なにも見みていないのだ。

「──現げん実じつはね、少しょう年ねんマンガみたいに上手うまくいかないのよ」

　うすら笑わらいを浮うかべてそう言いうと、突とつ然ぜん走はしりだした。

「待まって、京きょう子こ！」

　追おいかけたいけど、たおれている女じょ子しを放ほうっておくワケにはいかない。

　身体からだを持もち上あげようとしたが、重おもくてムリだ。

　どうしよう。

　今いまの私わたしじゃ、女じょ子し一人ひとりを運はこぶこともできない。

「だれか──」

　だれか、

　だれか助たすけて。

　でも、

　だれかって、

　──だれ？

「少しょう年ねんマンガの神かみ様さま！」

　大おお声ごえで呼よびかけた。

「ねえ、いるんでしょ？　助たすけてよ！」

　いくら呼よんでも、返へん事じはなかった。

　首くびかざりの勾まが玉たまをもう一いち度ど見みつめてみるが、やはり真まっ黒くろで、沈ちん黙もくしたままだ。

　私わたしは女じょ子しの身体からだをなんとか抱かかえ、引ひきずりながらグラウンドに出でた。




　なにかが、おかしい。

　校こう舎しゃの時と計けいは、午ご後ご二時じを指さしている。

　本ほん来らいなら授じゅ業ぎょう中ちゅうのはずなのに、

　全すべての校こう舎しゃに、人ひとの気け配はいがない。

　グラウンドにも、だれもいない。

　鈍にび色いろの空そらが、どこまでも広ひろがっているだけだ。

「ねえ、だれか──」

　だれを呼よべばいいの。

　どこへ逃にげればいいの。

　黒くろくなってしまった同どう級きゅう生せいを抱かかえて。

　どうすればこの子こは助たすかるの。

　頭あたまのすみで、本ほん当とうは、うすうす気きづいている。

　体たい温おんを全まったく感かんじないこの黒くろい同どう級きゅう生せいも、

　私わたしも、

　きっともう、助たすからないんだ。

「──ぎゃあああああ！」

　また悲ひ鳴めいが聞きこえた。

　体たい育いく館かんの方ほう角がくからだ。

　ふるえる足あしに力ちからをこめて女じょ子しを抱かかえ、体たい育いく館かんへとむかった。




「──ねえ、だれか、いるの……？」

　体たい育いく館かんの入いり口ぐちが開あいているので、ゆっくりと中なかに入はいった。

　次つぎの瞬しゅん間かん、私わたしは思おもわずのけぞった。




　──蜘蛛くもだ。




　体たい育いく館かんをうめつくすほどの、

　巨きょ大だいな、黒くろい蜘蛛くも。

　四つの赤あかい目めが光ひかり、口くちもとにあるキバのような物ものが、なにかを捕ほ食しょくしているみたいにゆっくり上じょう下げしている。

　八本ぽんの太ふとい足あしが体たい育いく館かんいっぱいに広ひろがり、ギチギチと奇き妙みょうな動うごきを見みせる。

　──これ、本ほん物ものなの？

　信しんじられない。

　こんな巨きょ大だいな蜘蛛くもが、

　どうして体たい育いく館かんにいるの？

　蜘蛛くものおしりの辺あたりから、黒くろくて長ながい物ものが、何なん本ぼんも伸のびているのが見みえる。

　さっき校こう舎しゃ裏うらで見みた、黒くろいヘビみたいなやつだ。

　それが、体たい育いく館かん中じゅうに張はりめぐらされている。

　もしかしたらこれはヘビじゃなくて、蜘蛛くもの糸いとなのだろうか。

　天てん井じょうにも、壁かべにも、黒くろい糸いとがぎっしりと張はってある。

　糸いとを視し線せんでたどると、ところどころに、

　黒くろいミノムシのような固かたまりが、いくつもぶら下さがっている。

　──よく見みるとそれは、人にん間げんだった。

　うちの学がく園えんの生せい徒とたちだ。

　黒くろくなってしまった生せい徒とが、糸いとに吊つり下さげられている。

　見み慣なれた顔かおも、たくさんある。

　クラスメイトや、担たん任にんの教きょう師し。

　犬いぬ神がみくんと、剣けん持もちくんもいる。

　いつ、こんな風ふうになってしまったのだろう。

　さっきまで一いっ緒しょにいたのに。

「カレンッ……！」

　カレンも、いた。

　みんな全ぜん身しんが黒くろくなって、

　恐きょう怖ふの表ひょう情じょうで固かたまったまま、吊つり下さげられている。

「──ようこそ、二年ねん四組くみの鬼おに塚づか夢ゆめ子こさん」

　蜘蛛くものすぐそばに、だれかが立たっている。

　あの声こえは、赤あか無な木ぎ先せん生せいだ。

　だけどいつもと姿すがたが全ぜん然ぜんちがう。

　黒くろ髪かみは地じ面めんに垂たれるほど長ながく、日に本ほん神しん話わの登とう場じょう人じん物ぶつみたいな着き物ものを着きている。

　あの衣い装しょうは、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが着きている物ものに、よくにている。

　恐おそろし気げな笑えみを浮うかべてこっちを見みているあれは、今いままでの赤あか無な木ぎ先せん生せいじゃない。

　あれは一いっ体たい、だれなんだ。

「あなたを待まっていたのですよ鬼おに塚づかさん。ああ、先さきに食しょく事じにしましょうか」

　黒くろい糸いとが伸のびてきて、私わたしが抱かかえている女じょ子しに巻まきついた。

「なにするの！　やめて！」

　引ひきはがそうとしたけど、糸いとはあっという間まに女じょ子しをかっさらって行いった。

　そのまま女じょ子しは天てん井じょう高たかくまで吊つり上あげられ、そして──、




　──蜘蛛くもの口くちの中なかへ、つるりと放ほうりこまれた。

「い、や……」

　食たべられた。

　蜘蛛くもに、食たべられてしまった。
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　私わたしは力ちからが抜ぬけて、ぺたりと床ゆかにしりもちをつき、動うごけなくなった。

　次つぎの瞬しゅん間かん、蜘蛛くもがゴボリとふくらみ、

　なんと一ひと回まわり大おおきくなった。

「ふふふ、もっと大おおきくなりますよ。この蜘蛛くものエサは、人にん間げんの絶ぜつ望ぼうなのです」

　赤あか無な木ぎが、なんでもないことのように言いった。

「絶ぜつ……望ぼう？」

「そう、あなたの絶ぜつ望ぼうで大おおきくなるのですよ。なのでもっとこわがって下くださいね」

　赤あか無な木ぎが、にっこりと笑わらう。

　恐きょう怖ふと、おどろきで、声こえが出でない。

　身体からだが動うごかない。

「では、次つぎはこの娘むすめにしましょうか」

　糸いとが動うごき、カレンが蜘蛛くもの口くちの前まえに運はこばれていった。

　そんな、

　まさか……、

「──させるかあっ！」

　幽ゆう斗とくんが体たい育いく館かんに飛とびこんできた。

　デッキブラシで、蜘蛛くもの足あしや腹はらを、手て当あたりしだいにたたき始はじめる。

　幽ゆう斗とくん、

　ドクロ柄がらのシャツで気き絶ぜつしちゃうのに、

　蜘蛛くもはこわくないの？

「あせらなくとも、この学がく園えんの人にん間げんは全すべて食たべてあげますよ」

　赤あか無な木ぎの声こえに反はん応のうするように糸いとが動うごき、幽ゆう斗とくんのお腹なかに巻まきついた。

「ちくしょう、はなせ！」

「そんなに食たべられたいのなら、その娘むすめと二人ふたりまとめてエサにしてあげます」

　糸いとが、幽ゆう斗とくんとカレンをひとまとめに縛しばり、蜘蛛くもの口くちもとへ運はこんだ。

　大たい変へんだ。

　二人ふたりを助たすけなきゃ。

　でもどうすればいいの？

「……いつものおれなら、もっとデカくて、もっとこわいおばけを呼よび寄よせてやれるんだけどな」

　幽ゆう斗とくんが私わたしの方ほうを見みて、力ちからなく笑わらった。

「ごめん。今いまのおれは、なんにもできねえ。でも……」

　幽ゆう斗とくんは、カレンの身体からだを両りょう腕うででそっと抱だきしめた。

「……一いっ緒しょに食くわれてやるくらいは、できるか」

　幽ゆう斗とくんとカレンの身体からだが、すべるように蜘蛛くもの口くちの中なかへ落おちていった。

「うそ……」

　うそでしょ。

　二人ふたりが、

　食たべられちゃった。

　そのとたん、蜘蛛くもがビクリと痙けい攣れんしたかと思おもうと、二倍ばい近ちかくも大おおきくなった。

「アハハ！　そんなに悲かなしかったですか？　いいですね、いいですね、もっと大おおきくして下ください！」

　赤あか無な木ぎが、楽たのしそうな声こえで言いった。

　ザワザワと、あちこちの黒くろい糸いとが動うごきはじめて、

　ぶら下さがっている人にん間げんが、次つぎ々つぎと蜘蛛くもの口くちの中なかに放ほうりこまれていく。

　男だん子し生せい徒とも、

　女じょ子し生せい徒とも、

　英えい語ごの石しゃく神じ井い先せん生せいも、

　家か庭てい科かの山やま下した先せん生せいも、

　体たい育いくの大だい門もん先せん生せいも、

　犬いぬ神がみくんも、

　剣けん持もちくんも、

　次つぎ々つぎに蜘蛛くもに食たべられていく。

「やめて……」

　やめて。

　やめて。

　もう、やめて。

　頭あたまの中なかでは、のどがかれるほど叫さけんでいるのに、ちっとも声こえにならない。

　座すわりこんだままで、人にん間げんが蜘蛛くもに食たべられていく様さまから、目めをはなせずにいた。

　だってどうすることもできない。

　力ちからも、

　武ぶ器きも、

　なにもない私わたしが、

　あんな巨きょ大だいな蜘蛛くもを相あい手てにできることなんか、なにもない。

「恐おそろしいでしょう？　こんなことになった原げん因いんは、全すべてこの娘むすめのせいなんですよ」

　赤あか無な木ぎの後うしろに、教きょう室しつの机つくえとイスが置おいてある。

　そこに座すわっているのは、

「京きょう子こ……？」

　京きょう子こだった。

　机つくえにむかって、一いっ心しん不ふ乱らんにマンガを描かいている。

　その真まっ黒くろな瞳ひとみは、なにも映うつしていない。

　感かん情じょうのない顔かおで、機き械かいのように、ただただ右みぎ手てを動うごかして描かいている。

「この娘むすめは、少しょう年ねんマンガの神かみの勾まが玉たまほしさに、熱ねっ闘とう神じん社じゃに通かよいつめていたのです。だが勾まが玉たまは手てに入はいらなかった。その代かわりに、この石いしを私わたしが授さずけたのです」

　京きょう子この胸むなもとには、あの黒くろい石いしの首くびかざり。

　あれは、赤あか無な木ぎにもらった物ものだったのか。

「この石いしは、手てにした者ものが描かいたマンガを、現げん実じつにする力ちからを持もっています。今いま起おきていることは、この娘むすめが望のぞんだことです」

　京きょう子こが望のぞんだこと？

　これが？

　ちがう、京きょう子こがこんなこと望のぞむはずがない。

　だって京きょう子こは……。

「さあ、次つぎはあなたが黒くろくなる番ばんですよ」

　黒くろい糸いとが、私わたしにむかって伸のびてきた。

　逃にげたいけれど、足あしが動うごかない。

　だめだ、もう間まに合あわない。

「──あぶない鬼おに塚づかさん！」

　だれかに思おもい切きり突つき飛とばされた。

　ふり返かえると、一いちノの瀬せくんだった。

「……一いちノの瀬せくん！」

　私わたしはうれしくて泣なきだしそうになった。

　一いちノの瀬せくんは無ぶ事じだったんだ！

　よかった！

「鬼おに塚づかさん、ケガはない？」

「うん！　ありがとう一いちノの瀬せくん！」

「よかった。鬼おに塚づかさんが無ぶ事じで……」

　一いちノの瀬せくんの額ひたいが、汗あせでびっしょりなことに気きがついた。

　視し線せんを落おとすと、一いちノの瀬せくんの足あしに、

　黒くろい糸いとが何なん重じゅうにも巻まきついているのが見みえた。

「一いちノの瀬せくん！　足あしが──」

「いいんだ、これで」

　糸いとが巻まきついた部ぶ分ぶんから、一いちノの瀬せくんの身体からだが黒くろく変へん色しょくしていく。

　どうしよう、このままじゃ、

　一いちノの瀬せくんが黒くろくなってしまう！

「どうしようっ、一いちノの瀬せくん、だれか……っ！」

　お願ねがいだからだれか助たすけて！

「……鬼おに塚づかさん。妄もう想そうと想そう像ぞうのちがいが、わかるかい？」

　痛いたいのだろうか。

　一いちノの瀬せくんがとても苦くるしそうな声こえで話はなす。

「妄もう想そうの先さきにあるのは破は壊かいだけだ。しかし想そう像ぞうは、いつしか必かならず創そう造ぞうにつながる」
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　一いちノの瀬せくんの身体からだが、足あしから上じょう半はん身しんにむかって、どんどん黒くろくなっていく。

「やだ、どうしよう、一いちノの瀬せくん、身体からだが……」

「鬼おに塚づかさんよく聞きいて」

　一いちノの瀬せくんが、私わたしの腕うでを信しんじられないほど強つよい力ちからでにぎった。

「──きみの物もの語がたりを描えがくんだ」

　苦く痛つうに顔かおをゆがませながら、しぼり出だすような声こえで言いった。

　もう、のどの辺あたりまで黒くろくなっている。

「きみが想そう像ぞうする世せ界かいを描えがくんだ、鬼おに塚づかさん、ぼくの推すい理りが正ただしければ──」

「いや、一いちノの瀬せくん、待まって、死しなないで」

「ぼくの推すい理りが正ただしければ、きみが──」

「一いちノの瀬せく……」

　ゴトリ、と音おとを立たてて、

　真まっ黒くろになった一いちノの瀬せくんの身体からだが、体たい育いく館かんの床ゆかにたおれた。

　地じ震しんかと思おもったら、私わたしの身体からだがガクガクとふるえていた。

　なのに思し考こうは、やけにクリアだ。

　いっそ気きを失うしなってしまえたら、どんなに楽らくだろうか。

「──鬼おに塚づか夢ゆめ子こさん。あなたにはもっと絶ぜつ望ぼうしてもらわないとね」

　赤あか無な木ぎが合あい図ずをすると、黒くろい糸いとが私わたしの足あし首くびに巻まきついた。

　そのまますごい勢いきおいで引ひっぱられて、壁かべにたたきつけられた。

「かはッ……！」

　衝しょう撃げきで息いきができない。

　苦く痛つうにもがき、やっと息いきを吸すえたかと思おもうと激はげしくせきこんだ。

　痛いたみがおさまり、立たち上あがろうとした瞬しゅん間かんに、また足あしを引ひきずられる。

　そして壁かべにたたきつけられる。

　それを、何なん度ども何なん度どもくり返かえされた。

　もうだめだ。

　意い識しきがうすれてきた。

「安あん心しんして下ください、殺ころしはしません」

　殺ころさないと言いわれて、こんなに安あん心しんできないことがあるだろうか。

　むしろ死しぬほどの痛いたみを、延えん々えんと味あじわわされるのではないだろうかと、恐きょう怖ふで頭あたまがいっぱいになった。

　私わたしは床ゆかにうつぶせたまま、動うごけなくなってしまった。

　鼻はな血ぢが止とまらない。

　口くちの中なかも切きれた。

　背せ骨ぼねも折おれたんじゃないかと思おもうほど痛いたい。

　もう、立たち上あがる気き力りょくも、体たい力りょくも、ない。

　これが現げん実じつだ。

　勾まが玉たまがなければ、私わたしはただの無む力りょくな女じょ子し中ちゅう学がく生せい。

　特とく別べつな腕わん力りょくも、特とく別べつな頭ず脳のうも、なにもない。

　きっと、私わたしはもうすぐ、力ちからつきてしまう。

　──これが、現げん実じつなんだ。

　どんなに不ぶ格かっ好こうでも、

　全すべての謎なぞが未み解かい決けつのままでも、

　状じょう況きょうのつじつまが合あわなくても、

　死しは突とつ然ぜん、やってくる。

　だってそれが、現げん実じつなのだから。

「──私わたしの目もく的てきは、人にん間げんを殺ころすことではないんですよ」

　赤あか無な木ぎが、ゆっくりと近ちかづいてくる。

「この国くには、マンガにおどらされている。そうは思おもいませんか？」

　おどらされている。

　それは、どういうことだ。

　意い味みがわからずにいると、赤あか無な木ぎが続つづけた。

「愛あいだの絆きずなだの、そんな幻まぼろしを、まるで本ほん当とうにあるかのように錯さっ覚かくさせて、愚おろかな夢ゆめを見みせてしまう。現げん実じつにはそんなもの、どこにもありはしないのに」

　赤あか無な木ぎが、うつぶせている私わたしのすぐそばで立たち止どまった。

「マンガの中なかでも特とくにひどいのが──少しょう年ねんマンガですよ、鬼おに塚づかさん」

　赤あか無な木ぎは、きたない物ものでも見みるような目めで、私わたしを見み下おろしている。

「正せい義ぎは勝かつ、奇き跡せきは起おきる、優やさしさが世せ界かいを救すくう……、そんなうそばかりを描かいている少しょう年ねんマンガは害がい毒どくでしかない。あなたもそう思おもうでしょう？」

　なにを言いっているのか、わからない。

　コイツは何なに者ものなんだ。

　コイツの目もく的てきは、一いっ体たいなんなんだ。

「私わたしのことが知しりたいですか？」

　声こえには出だしていないのに。

　私わたしの思し考こうを読よみとっているのだろうか。

　赤あか無な木ぎが、にやりと笑わらった。

「私わたしは──『マンガの死しに神がみ』です」

　恐おそろしく冷つめたい声こえだった。

　だけどこの声こえには、聞ききおぼえがある。

　どうして今いままで気きづかなかったのだろう。




──まるで自じ分ぶんが正せい義ぎだと言いわんばかりの、愚おろかな色いろですね。




　そうだ、あの人ひとだ。

　あの時とき、道みちをたずねてきたスーツ姿すがたの男だん性せい。

　そして、




　──人ひともバケモノも、力ちからの弱よわい者ものは全すべてこの刀かたなで消けしさってやろう。




　おばけ屋や敷しきの中なかで、

　地じ縛ばく霊れいの菊きく枝えさんを斬きった、鎧よろい武む者しゃ。

　あれらの正しょう体たいは、この赤あか無な木ぎだったんだ。

　背せ筋すじが、ゾォッと冷つめたくなった。

　あんなにも前まえから、ねらわれていたのか。

　どうして？

　なんのために？

　わからない。

　ただ、わかるのは、

　コイツが、とんでもなく恐おそろしいヤツだということ。

　殺ころすのが目もく的てきではないとさっき言いっていたけれど、

　コイツはきっと、まるで呼こ吸きゅうをするように私わたしを殺ころせるのだろう。

　私わたしは身体からだのふるえをおさえるので精せいいっぱいだった。

「鬼おに塚づかさん。みんなを助たすける方ほう法ほうを教おしえてあげましょう」

　全ぜん身しんが痛いたくて動うごけない私わたしを、赤あか無な木ぎが抱かかえおこした。

　身体からだを動うごかされると激げき痛つうが走はしり、悲ひ鳴めいを上あげたが、赤あか無な木ぎはお構かまいなしに私わたしを立たたせて、腕うでをつかんだ。

「あの娘むすめの右みぎ手てに、このナイフを突つき立たてるのです」

　ナイフを一本ぽん、にぎらされた。

　赤あか無な木ぎの視し線せんの先さきには、マンガを描かく京きょう子こがいる。

　京きょう子この右みぎ手てを、刺さす？

「大だい丈じょう夫ぶです、死しにはしません。ただ二に度どとマンガが描かけなくなるだけです」

　マンガが描かけなくなる。

　京きょう子このマンガは、あんなにもおもしろいのに。

　その才さい能のうを、私わたしがうばってしまうの？

「しかしそれで、みんなが生いき返かえるのです。ああ一人ひとりだけ、死しぬ者ものがいますね」

　赤あか無な木ぎが、クスリと笑わらった。

「少しょう年ねんマンガの神かみが、死しにます」

　私わたしの耳みみもとで、実じつに楽たのしそうな声こえでささやいた。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが──死しぬ。

　神かみ様さまって、死しぬんだ。

　熱ねっ闘とう神じん社じゃで初はじめて会あった時ときの、あの美うつくしい笑え顔がおが思おもい浮うかんだ。

　やわらかな物もの腰ごしなのに、たまに毒どく舌ぜつで、結けっ構こうテキトーで、

　でも、なんだかんだ言いいながらも私わたしを見み守まもってサポートしてくれる、

　あの神かみ様さまが死しんでしまうなんて、信しんじられない。

「少しょう年ねんマンガの神かみを宿やどした者ものが、他た人にんの夢ゆめをうばうことで、少しょう年ねんマンガの神かみの命いのちはつきます。あなたはたしか、少しょう年ねんマンガの神かみと縁えんを切きりたがっていましたよね？　よかったじゃないですか。これで少しょう年ねんマンガとはお別わかれできますよ」

　さあ早はやく右みぎ手てを刺さしなさい、と京きょう子この前まえまで連つれてこられた。

　京きょう子こは今いまも、ひたすらマンガを描かき続つづけている。

　無む表ひょう情じょうで、なにも話はなさず、あやつり人にん形ぎょうのように右みぎ腕うでだけを動うごかしている。

「これも人ひと助だすけですよ。今いままでさんざん少しょう年ねんマンガのヒーローとして活かつ躍やくしてきたのだから、こんなことは造ぞう作さもないでしょう？」

　赤あか無な木ぎが私わたしの背せ中なかをおした。

　でも、ともだちの手てを刺さすなんて私わたしは……。

「あなたがナイフを突つき立たてなければ──全ぜん員いん死しにます」

　低ひくい声こえが、私わたしの耳みみに響ひびいた。

　全ぜん員いんが、死しぬ。

　私わたしはナイフを両りょう手てでにぎりしめ、赤あか無な木ぎをにらんだ。

「先さきに言いっておきますが、そのナイフで私わたしを刺さしても、私わたしは死しにませんよ？」

　全すべてお見み通とおしなのか。

　たしかに、ナイフごときでは死しなないだろう。

　コイツはきっと、人にん間げんではないのだから。

　立たっているのもやっとな私わたしには、打だ開かい策さくなど思おもい浮うかばない。

　なにもできない。

　私わたしは、もう、なにもできない。

「早はやくしないとあの少しょう年ねんが食たべられてしまいますよ」

　黒くろい糸いとが動うごき、一いちノの瀬せくんが、蜘蛛くもの口くちの前まえに吊つり下さげられた。

「や、やめて！」

「それはあなた次し第だいです」

　──私わたし次し第だい？

　私わたしが京きょう子この右みぎ手てを刺さして、一いちノの瀬せくんを助たすける。

　なにかがおかしい。

　おかしいと感かんじるのに、それがなんなのかが、わからない。

　もどかしい。

　くやしい。

「さあ、早はやく刺さしなさい」

　吊つられた一いちノの瀬せくんの身体からだが、今いまにも蜘蛛くもに飲のみこまれそうだ。

　どうしよう。

　どうすればいいの。

「刺さすんだ！」

　赤あか無な木ぎが声こえを荒あららげた。

　──ああ、どうして。

　どうして私わたしの手てから、光こう線せんは出でないのだろう。

　どうして勇ゆう者しゃは助たすけにこないのだろう。

　火ひをあやつったり、空そらを飛とんだり、巨きょ大だいなモンスターを召しょう喚かんしたり、

　どうしてできないんだ、

　どうして、

　どうして、

　どうして！

　どうして私わたしは！




　──どうして私わたしは、だれ一人ひとり、救すくえないのだろう。




　──現げん実じつはね、少しょう年ねんマンガみたいに上手うまくいかないのよ。




　さっき京きょう子こが言いっていた。

　その通とおりだ。

　これが、

　現げん実じつなんだ。

　赤あか無な木ぎの言いう通とおり、私わたしはどこか現げん実じつをマンガみたいに考かんがえていた。

　がんばれば、きっと夢ゆめは叶かなうんだって。

　正せい義ぎは最さい後ごに、必かならず勝かつんだって。

「さあ、刺さすんだ！　無む力りょくなおまえにはそれしかできないだろう！」

　そうだ、私わたしは、なにもできない。

　刺さすしかない。

　刺さすしかない。

　刺さすしかないんだ。

　私わたしはナイフを思おもい切きりふり上あげた。

「……京きょう子こ？」

　ずっと動うごき続つづけていた京きょう子この右みぎ手てが、ぴたりと止とまった。

　ぶるぶるとふるえながら、原げん稿こう用よう紙しに、文も字じのような物ものをつづり始はじめた。

　その文も字じは──、




〈はやく　　わたしを　　さして〉




　京きょう子こが、自じ分ぶんを刺さしてと、うったえている。

　相あい変かわらず顔かおは能のう面めんのように無む表ひょう情じょうだけど、京きょう子この意い識しきは残のこっているんだ。

　身体からだが乗のっ取とられているだけで、今いまの状じょう況きょうを全すべて見みているのかも知しれない。

　そして、自じ分ぶんを刺さしてほしいと言いっている。




　一いちノの瀬せくんを助たすけるために、京きょう子この右みぎ手てを刺さす。

　だけど、

　一いちノの瀬せくんは、




　──きみが想そう像ぞうする世せ界かいを描えがくんだ、鬼おに塚づかさん、




　一いちノの瀬せくんが、最さい後ごに言いった言こと葉ばは、




　──ぼくの推すい理りが正ただしければ──。




　あの時ときに、一いちノの瀬せくんは──。










「あああああああ！」
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　ナイフを京きょう子この右みぎ手てに──ではなく、

　原げん稿こう用よう紙しに突つき立たてた。




「……なにをやってるんですか、鬼おに塚づかさん」

　赤あか無な木ぎが、ため息いきまじりに言いった。

「残ざん念ねんですねえ。時じ間かん切ぎれです。一いちノの瀬せくんは食たべられてしまいましたよ？」

　顔かおを上あげると、蜘蛛くもの口くちから人にん間げんの足あしが一本ぽん、出でているのが見みえた。

　しかしそれはすぐにゴクリと飲のみこまれた。

　目めの前まえに上うわぐつが一つ、落おちてきた。

　かかとの部ぶ分ぶんに〈一いちノの瀬せ〉と書かかれてある。

「さあて鬼おに塚づかさん。あなたも蜘蛛くもの腹はらに入はいって、おともだちのところへ行いきましょうか？」

　たおれてしまいそうだ。

　でもたおれないで、私わたしの身体からだ。

「こんなのは……京きょう子このマンガじゃない……っ！」

　突つき立たてたナイフを力ちからいっぱい引ひいて、原げん稿こう用よう紙しを切きり裂さいた。

　だって、

　こんなのは、

　ちっとも、

「……夢ゆめ子こ」

　名なを呼よばれて、はっとした。

　京きょう子こが、私わたしを見みている。

　イスに縫ぬいつけられたように座すわり、ペンをにぎりしめたままだけど、

　右みぎ目めにだけ、光ひかりが宿やどっている。

　原げん稿こう用よう紙しを裂さいたからだろうか？

　右みぎ側がわだけが、黒くろく染そまった目めじゃない、いつもの京きょう子この目めにもどっている。

「ごめんね夢ゆめ子こ、私わたしのせいで」

　京きょう子この右みぎ目めから、大おお粒つぶの涙なみだがあふれだした。

「……私わたし、少しょう年ねんマンガの勾まが玉たまがほしくて、でも全ぜん然ぜんムリで。そしたら赤あか無な木ぎ先せん生せいが、この黒くろい石いしをくれたの。最さい初しょはすごく調ちょう子しよくて、先せん生せいとの会かい話わが楽たのしくて、でも先せん生せいがある日ひ──」

　──あなたのマンガは、ニセモノだ。

　京きょう子こは、赤あか無な木ぎにそう言いわれたらしい。

　──本ほん物もののあなたには、夢ゆめも希き望ぼうもないでしょう？

　家いえでは自じ由ゆうにマンガが描かけず、

　学がっ校こうではオタクだと笑わらわれて。

　だれもあなたを認みとめてくれない。

　あなたの居い場ば所しょは、どこにもないんですよ。

　現げん実じつから目めを背そむけずに、真しん実じつを描かきなさい。

　本ほん当とうは、周まわりの人にん間げんが憎にくいのでしょう？

　憎にくしみを描かきなさい、絶ぜつ望ぼうを描かきなさい、じゃないと生いきた作さく品ひんにはならない。

　あなたが憎にくんでいる、実じつ在ざいの人じん物ぶつを殺ころす場ば面めんを描かきなさい──。

「──先せん生せいに言いわれるがまま、描かいたの、私わたし、あの子こを、マンガの中なかで……」

　タンカで運はこばれていく、舞まい子こという少しょう女じょの姿すがたを思おもい出だした。

　そうだったのか。

「でも、こんなのはもうイヤだよ……イヤなのに」

　京きょう子こがぼろぼろと涙なみだをこぼした。

「想そう像ぞう力りょくがわいてこないの……夢ゆめが、見みられないの」

　涙なみだが、机つくえの上うえの原げん稿こう用よう紙しを、ぬらしていく。

　胸むなもとで、黒くろい石いしが、にぶく光ひかっている。

　これのせいだ。

　赤あか無な木ぎが……マンガの死しに神がみが、京きょう子こから夢ゆめも希き望ぼうもうばっているんだ。

「だからお願ねがい夢ゆめ子こ、私わたしを止とめて！　私わたしの右みぎ手てを刺さして！」

　ぶっ、と赤あか無な木ぎがふき出だした。

「……あははっ、本ほん当とうに愚おろかな娘むすめですね！　マンガなどという低てい俗ぞくな娯ご楽らくに身みを落おとし、私わたしに取とり憑つかれた挙あげ句く、その私わたしに浅あさましい恋こい心ごころを抱いだいてしまうなんて！　利り用ようされているとも知しらずに！　マンガをほめられただけで好こう意いを持もつなんて、一いっ体たいどんな単たん純じゅん思し考こうなのですか！　そもそもマンガ自じ体たいがめざわりな不ふ要よう物ぶつなのに、あなたのような素人しろうとが描かいたマンガなんてゴミ同どう然ぜんですよ！」

　こんな愚おろか者ものは見みたことがない！　と赤あか無な木ぎが身みをよじって笑わらった。

　赤あか無な木ぎの笑わらい声ごえが、静しずかな体たい育いく館かんに響ひびき渡わたる。




　──ああ、よかった。

　私わたしは、まちがえなくてすんだ。




「ありがとう、京きょう子こ」




　たおれそうな足あしに、力ちからをこめた。

　京きょう子このおかげでやっとわかったよ。

　京きょう子この涙なみだを見みて、わかったんだ。

　なにかがおかしい、と感かんじてはいたけれど、

　それがなにかは、わからなかった。

　だけど、今いまはっきりとわかったよ。

　だって、

　こんなのは、

　ちっとも、




「──少しょう年ねんマンガじゃない！」




　苦く悶もんの表ひょう情じょうばかりが描かかれた原げん稿こう用よう紙しをひっつかみ、

　ぐしゃぐしゃにして、

　さらに、ビリビリに引ひきちぎった。




　──ぼくの推すい理りが正ただしければ、きみが──、




　あの時ときは聞きき取とれなかった一いちノの瀬せくんの言こと葉ばが、

　今いま、頭あたまの中なかに鮮せん明めいによみがえった。




　──鬼おに塚づかさん、ぼくの推すい理りが正ただしければ、きみが負まけるはずないんだ。




　一いちノの瀬せくんが、私わたしを信しんじてくれた。

　なんの根こん拠きょもないのに。

　勝かち目めなんかないのに。

　私わたしを信しんじてくれた。




　それはまるで、

　少しょう年ねんマンガみたいに。




「──だから私わたしは、絶ぜっ対たいにあきらめない！」

　私わたしはくるりとむき直なおって、蜘蛛くもめがけて走はしった。

「ハハハ、ついに自みずから死しぬことを選えらんだようですね！」

　赤あか無な木ぎが手てをかざすと、黒くろい糸いとが矢やのように飛とんできた。

　だけど一いっ歩ぽも引ひかない。

　これが最さい期ごになってもいい。

　私わたしなんか、どうなったっていい。

　かなわなくたって関かん係けいない。

　だってコイツだけは、

　この赤あか無な木ぎという男おとこだけは、

「人ひとの一いっ生しょう懸けん命めいを笑わらうヤツは、絶ぜっ対たいに許ゆるさない！」

　黒くろい糸いとをなぎはらったと同どう時じに、蜘蛛くもの足あしに蹴けり飛とばされた。

「……ぐはあっ！」

　痛いたみに意い識しきが遠とおのきかけたけれど、気きを失うしなうわけにはいかない。

　だって、それが──。

　立たち上あがろうとしたところを、もう一いち度ど蹴けり飛とばされて、無ぶ様ざまに床ゆかをゴロゴロ転ころがった。

　──まずい。

　右みぎ足あし首くびを完かん全ぜんに痛いためた。

　足あしに力ちからが入はいらない。

「……ゆ、夢ゆめ子こ！」

「大だい丈じょう夫ぶ……、大だい丈じょう夫ぶだから……っ！」

　床ゆかに這はいつくばりながら、なんとか声こえをしぼり出だした。

「マンガを、描かいて……っ！」

　京きょう子こが、おどろいた顔かおで私わたしを見みた。

「私わたしを主しゅ人じん公こうにしたマンガを描かいてくれるって、約やく束そくしたじゃない！」

　あの日ひ見みせてもらった少しょう年ねんマンガは、

　今いままで読よんだどの作さく品ひんよりも、夢ゆめと希き望ぼうに満みちあふれていた。

　それはたしかに、現げん実じつでは見みいだせなかったものかもしれない。

　だけど……！

　今いまの京きょう子こが、現げん実じつしか描かけないっていうなら──！

「今いまから私わたしが、京きょう子この夢ゆめを、現げん実じつにするから！」

　痛いためた右みぎ足あしに力ちからをこめて、

　床ゆかをふみしめて立たち上あがった。

　あまりの痛いたみに、脂あぶら汗あせが顔がん面めんを流ながれてくるけれど、

　歯はを食くいしばってニカッと笑わらった。

　──京きょう子この表ひょう情じょうが変かわった。

　京きょう子こが、ふるえる手てで机つくえの中なかから、真まっ白しろな、新あたらしい原げん稿こう用よう紙しを取とりだした。

　そしてペンを原げん稿こう用よう紙しにのせた瞬しゅん間かん、

　蜘蛛くもの足あしが、京きょう子こめがけてふり上あげられた。

　私わたしは走はしった。

　右みぎ足あしの痛いたみにたえながら。

　必ひっ死しで走はしった。

　京きょう子この前まえに立たちはだかり、

　蜘蛛くもにむかって両りょう手てを広ひろげて、

　目めをぎゅっとつぶった。

「……あれ？」

　来くるはずの衝しょう撃げきが来こない。

　そうっと目めを開あけると、

「……魔ま剣けんだ！　なんで！」

　私わたしの両りょう手ては魔ま剣けんをにぎりしめ、蜘蛛くもの足あしを受うけ止とめていた。

「──なるほど。夢ゆめ子このその刀かたなは、柄つかのところに勾まが玉たまの模も様ようがあるのね。近ちかくで見みるまで気きづかなかったわ」
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　ふり返かえると、京きょう子こが原げん稿こう用よう紙しから顔かおを上あげ、にこっと笑わらった。

「京きょう子こ……、もとにもどったんだ！」

「夢ゆめ子こが教おしえてくれたからだよ。現げん実じつにも、夢ゆめや希き望ぼうがあるんだって」

　目めも、顔かおも、いつもの京きょう子こにもどっている。

　その手て元もとに目めをやると──。

　原げん稿こう用よう紙しに描かかれているのは、一人ひとりの少しょう女じょ。

　それはまちがいなく、魔ま剣けんを構かまえる私わたしだった。

「夢ゆめ子こ、思おもいっ切きり戦たたかって！　動うごきに合あわせて、私わたしがマンガでサポートする！」

「京きょう子こが、この魔ま剣けんを呼よんでくれたの!?」

「呪まじないを、逆さか手てにとったのよ！」

　そっか、今いまの京きょう子こには、描かいたマンガを現げん実じつにする力ちからがあるんだ！

　京きょう子こが、マンガの私わたしの周まわりに、炎ほのおの背はい景けいを描かき足たした。

　すると私わたしの全ぜん身しんに、ものすごい勢いきおいで力ちからがみなぎってきた！

　右みぎ足あしの痛いたみなんて、どこかにふっとんだ！

　す、すごいっ！

　これなら、奇き跡せきを起おこせるかも知しれない。

　赤あか無な木ぎをたおして、みんなを救すくえるかも知しれない！

「京きょう子こ、二割わり増まし美び人じんに描かいてね！」

「任まかせといて夢ゆめ子こ！」

　私わたしは魔ま剣けんを片かた手てに、蜘蛛くもにむかってダッシュした。

　今いまなら、なんだってできる気きがする。

「赤あか無な木ぎ！　そこで首くびを洗あらって待まっていろ！」

　今いまから私わたしが、

　アンタに、

　本ほん当とうの、

「本ほん当とうの少しょう年ねんマンガを見みせてやる！」

　蜘蛛くもの足あしを、刀かたなで次つぎ々つぎにブチ斬きった。

　一本ぽん目め、

　二本ほん目め、

　三本ぼん目め、

　ええい多おおいな！

　四本ほん目めの足あしを斬きろうとした時とき、

「あッ！」

　黒くろい糸いとに腕うでをはたかれて、魔ま剣けんがふっとんだ。

　魔ま剣けんを取とりに行いかなきゃ……と思おもったその時とき、

　ふっとんだ魔ま剣けんが回かい転てんしながら宙ちゅうを飛とび、私わたしの手てに吸すいつくみたいにもどってきた！

「すごい！　なにこれブーメランみたい！」

　京きょう子この方ほうを見みると、

「私わたしがサポートするって言いったでしょ」

　原げん稿こうを描かきながらウィンクした。

　京きょう子こが、マンガで私わたしを助たすけてくれてるんだ！

「ありがとう、京きょう子こ！」

　私わたしは再ふたたび魔ま剣けんで蜘蛛くもの足あしをたたき斬きった。

「今いままでさんざんひどいことした罰ばつよ！」

　最さい後ごの一本ぽんを斬きると、蜘蛛くもの胴どう体たいがドスンと地じ響ひびきを立たてて床ゆかにたおれた。

　だがしかし──、

「なかなかおもしろいことをしますね。ですが足あしなどいくらでも生はえますよ」

　赤あか無な木ぎが嘲あざ笑わらっている。

　余よ裕ゆうたっぷりの態たい度どが鼻はなにつく。

　蜘蛛くもを見みると、斬きったはずの足あしが、再ふたたびニョキニョキと生はえてきた。

「ふーんだ、そんなの予よ想そうずみよ！」

　バケモノの身体からだが無む限げんに再さい生せいされるのは、少しょう年ねんマンガあるあるだもんね！

「ねらうは、頭あたまか心しん臓ぞうだね！」

　高たかくジャンプして、蜘蛛くもの頭あたまの上うえに飛とび乗のった。

　だけど、

「うわあッ！」

　蜘蛛くもが大おおきく身みぶるいして、私わたしは足あしをすべらせた。

　落おちる！

　──と、思おもったその時とき、

　強つよい風かぜが吹ふいて私わたしの背せ中なかをおしてくれたおかげで、バランスを取とりもどし、頭あたまの上うえから落おちずにすんだ。

　よかった、あぶないとこだった。

　京きょう子こを見みると、マンガを描かきながらにこりとほほえんだ。

　助たすかったよ、京きょう子こ。

「えいっ！」

　蜘蛛くもの脳のう天てんに、刀かたなを思おもい切きり突つき刺さした。

　蜘蛛くもが苦くるしそうに悶もだえる。

　頭あたまの上うえから飛とび降おりて、蜘蛛くもがたおれるのを待まったが、

「うわああっ！」

　黒くろい糸いとが、次つぎから次つぎへと襲おそってきた。

　な、なんか、余よ計けいに怒おこりだした!?

　頭あたまを刺さしただけじゃ、たおせそうにない。

「じゃあ、次つぎは心しん臓ぞうだ！」

　黒くろい糸いとをかわしながら、蜘蛛くもの胴どう体たいの下したにすばやく入はいりこみ、

　心しん臓ぞうがありそうな、胸むね部ぶ分ぶんを突つき刺さした。

「これでどうだ！」

　今こん度どこそたおれるかと思おもいきや、

　蜘蛛くもが突とつ然ぜん、口くちから黒くろい糸いとを吐はきだした。

　なんでえ!?

「なんなのコイツ！　おしりだけじゃなく、口くちからも糸いと出でるのォ!?」

　黒くろい糸いとをよけて、必ひっ死しで走はしる。

　心しん臓ぞうも、急きゅう所しょじゃないみたいだ。

　それどころか、私わたしが刺さした傷きずが、たちまち修しゅう復ふくされている。

　どこを刺さしても、ダメージを受うけないなんて。

　この蜘蛛くもは、不ふ死じ身みなのだろうか？

　いや、ちがう。

　不ふ死じ身みというより、なんだか、ハリボテのような感かんじがする。

　もしかしたらコイツは、ただコントロールされてるだけなんじゃないかな。

　となると、たおすべきはやはり、ラスボスだ！

　私わたしは赤あか無な木ぎにねらいを定さだめた。

「──刀かたなを捨すてなさい、鬼おに塚づかさん」

　しまった。

　赤あか無な木ぎのすぐそばで、京きょう子こが、黒くろい糸いとに首くびを絞しめられていた。

　人ひと質じちを取とられるのも、少しょう年ねんマンガあるあるだけど……。

「お二人ふたりとも、なにかカンチガイしているようなので訂てい正せいしておきますね」

　赤あか無な木ぎがにっこりほほえんだ。

　その作つくったような笑え顔がおが、こわい。

「たしかにこの娘むすめは今いま、描かいたマンガを現げん実じつにすることができますが、それは私わたしが与あたえた力ちからです。私わたしの力ちからで私わたしに仇あだなすことはできませんよ。例たとえば──」

　ぎらりと、するどい視し線せんを私わたしにむけた。

「鬼おに塚づかさんが私わたしをたおす場ば面めんを原げん稿こうに描かいても、それは現げん実じつにはなりません」

　赤あか無な木ぎがゆっくりと首くびを左さ右ゆうにふり、「残ざん念ねんですねえ」と笑わらいながら、数すう枚まいの原げん稿こう用よう紙しを見みせてきた。

　そこには、「私わたしが蜘蛛くもにとどめをさすシーン」や、「赤あか無な木ぎを追おいつめるシーン」が描かかれてあった。

　これは、京きょう子こが描かいてくれたのか。

　だけど、実じつ現げんできていない。

　原げん稿こう用よう紙しは、全すべて血ちで汚よごれている。

　京きょう子この手てが、もう限げん界かいを超こえているんだ。

　まめだらけで、それもつぶれて、それでも京きょう子こはっ……。

「京きょう子こ、こんなに戦たたかってくれて……っ！」

　それなのに、

　赤あか無な木ぎをたおせないなんて……。

「さあ鬼おに塚づかさん、早はやく刀かたなを捨すてなさい」

　糸いとがギリギリと京きょう子この首くびを絞しめつけている。

　──だめだ、きっとコイツは、簡かん単たんに京きょう子こを殺ころしてしまう。

　仕し方かたなく私わたしは、刀かたなを放ほうり投なげた。

　床ゆかに落おちた刀かたなを、黒くろい糸いとがからめとり、どこかへ持もって行いってしまった。

「いい子こですね、鬼おに塚づかさん」

「早はやく京きょう子こをはなして」

「そんなお願ねがいを聞きき入いれるほど、私わたしは優やさしくありませんよ」

　赤あか無な木ぎが、人ひとを小こバカにしたように笑わらった。

　くやしい。

　でも、人ひと質じちをとられてたんじゃ、手ても足あしも出でない。

　──ふと、京きょう子こを見みて、おどろいた。

　なんと京きょう子こは、首くびを絞しめられながら、赤あか無な木ぎの目めをぬすんで、自じ分ぶんの腕うでにマンガを描かいている。

　顔がん面めん汗あせだくだ。

　すごい。

　彼かの女じょは絶ぜっ対たいに、マンガを描かくために生うまれてきた人ひとだ。

　京きょう子この汗あせを見みて、身体からだの奥おく底そこから、なにかがわき上あがってきた。

　なんとしてでも助たすけてみせる。

　でも、どうやって……、




　──ザクリ、という音おととともに、京きょう子こを絞しめつけている糸いとが切きれた。




「……なんです？　まだ動うごける者ものがこの学がく園えん内ないに……？」

　赤あか無な木ぎがふり返かえったスキに、急いそいで京きょう子こにかけ寄よった。

　すぐそばの床ゆかに突つき刺ささっていたのは、

　──手しゅ裏り剣けん。




「──十三代だい目め服はっ部とり半はん蔵ぞう、ただいま参さん上じょうでござる！」




　どこからともなくハンゾーくんが現あらわれた！

「うわあ、久ひさしぶりハンゾーくん！」

「夢ゆめ子こ殿どの、京きょう子こ殿どのは拙せっ者しゃが守まもる。思おもう存ぞん分ぶん暴あばれるがよい！」

　ハンゾーくんが、京きょう子こを背せにして刀かたなを構かまえた。

「鬼おに塚づか、おれたちも助たすけに来きたぞ！」

　声こえに顔かおを上あげると、体たい育いく館かんの入いり口ぐちに人ひと影かげが見みえた。

　いつも私わたしに勝しょう負ぶやら助すけっ人とやらを申もうしこんでくるサッカー少しょう年ねん、野や球きゅう少しょう年ねん、バスケ少しょう年ねんだ。

　名な前まえは知しらないけど、顔かおなじみに会あえたことで私わたしは涙なみだが出でそうになった。

　それに……、

「水みずくせえぞ鬼おに塚づか！　困こまってんならさっさとおれを呼よべってんだ！」

　荒あらくれ竜りゅう二じもいる！

　みんな、私わたしを助たすけに集あつまってくれたの!?

「マブダチのタイマンにつき合あうのは、男おとことして当とう然ぜんだろ！　なめんじゃねえぞバカヤロー！」

　ありがとう竜りゅう二じくん！

　相あい変かわらず昭しょう和わテイストだね！

「おれの弾だん丸がんシュートを、蜘蛛くものヤツにぶちこんでやる！」

　弾だん丸がんシュートをお願ねがいします、サッカー少しょう年ねん！

　すごく心こころ強づよいよ！

「おれの消きえる魔ま球きゅうもだ！」

　頼たよりにしてます、野や球きゅう部ぶのキャプテン！

　きっと甲こう子し園えんに行いけるよ！

「おれの奇き跡せきのダンクシュートもな！」

　ダンクはどうかな。

　蜘蛛くものどの部ぶ分ぶんにダンクするのかな。

　でもうれしい！

　一人ひとりじゃないって、こんなにも心こころ強づよくなれるんだ！

「主しゅ人じん公こうのピンチには、やっぱり仲なか間までしょ！」

　京きょう子こがいたずらっ子こみたいな顔かおで、額ひたいの汗あせをぬぐった。

　その腕うでには、仲なか間まのもとへ、私わたしの危き機きを伝つたえにいく伝でん書しょバトたちが描かかれていた。

　京きょう子こが呼よんでくれたんだ……！

「なんですか、この愚おろかな人にん間げんたちは」

　赤あか無な木ぎが、鼻はな先さきで笑わらった。

「こんな弱よわい連れん中ちゅうばかりを集あつめてどうなると言いうのですか。どうせならヒーローでも呼よべばいいものを。本ほん当とうにあなた方がたは頭あたまが悪わるいのですねえ」

　赤あか無な木ぎにバカにされても、私わたしはちっとも腹はらが立たたなかった。

　だってアイツは、なにもわかっていないから。

　頭あたまが悪わるいのは、アンタの方ほうだ！

「バーカ！　アンタって少しょう年ねんマンガ読よんだことないのね！」

　赤あか無な木ぎが、ムッとした表ひょう情じょうになった。

「ヒーローってのは、ケンカに強つよい人ひとのことじゃない。困こまってる人ひとを放ほうっておけない人ひとのことよ！」

　だから私わたしたちが負まけるはずないんだ！

「みんな！　蜘蛛くもをフルボッコにしよう！」

　全ぜん員いんで、蜘蛛くもに一いっ斉せい攻こう撃げきをしかけた。

「オラァ！　おれさまをだれだと思おもってんだ！　タイマンしやがれこの蜘蛛くもヤロー！」

「拙せっ者しゃの必ひっ殺さつ技わざを、受うけてみよ！」

「どんなゴールキーパーも、おれのボールは止とめられないぜ！」

「おまえをたおして甲こう子し園えんに行いく！」

「おれはダンクシュートを絶ぜっ対たいに外はずさない！」

　うわあ、すごい！

　みんな、すごく強つよい！

　みんなの攻こう撃げきを受うけて、蜘蛛くもがどんどん弱よわっていく。

　そうだ、私わたしも──、

（──私わたしは早はやく魔ま剣けんを捜さがさないと！）

　あちこち見み回まわすと、天てん井じょう近ちかくに、魔ま剣けんが吊つり下さがっているのを見みつけた。

　魔ま剣けんに、黒くろい糸いとが四し方ほう八はっ方ぽうから巻まきついている。

　ずいぶんと高たかいところに持もって行いかれたな。

　私わたしは近ちかくの糸いとによじ登のぼった。

　早はやく魔ま剣けんを取とりもどして、みんなに加か勢せいしなくちゃ。

　少しょう年ねんマンガはイヤだとか、今いままで文もん句くばかり言いってたけど。

　今日きょうは私わたしがみんなのヒーローになるから。

　絶ぜっ対たいに、みんなを助たすけてみせるから。

「──うわああああッ！」

　叫さけび声ごえにふり返かえると、ハンゾーくんやサッカー少しょう年ねんたちが、みんな黒くろい糸いとに捕つかまっていた。

　みんなの身体からだが、どんどん黒くろくなっていく。

「いいですねえ……」

　赤あか無な木ぎが、もがき苦くるしむ少しょう年ねんたちをながめて、うっとりとした声こえを出だした。

「希き望ぼうに満みちあふれた人にん間げんの瞳ひとみを、絶ぜつ望ぼうの色いろに変かえるのが、私わたしの一いち番ばんの楽たのしみなんです」

　蜘蛛くもの背せ中なかの上うえで、赤あか無な木ぎが満まん足ぞくそうにほほえんでいる。

　みんなを助たすけなきゃ！

　私わたしは急いそいで糸いとを登のぼった。

　早はやく、早はやく魔ま剣けんを……。

「……あっ！」

　私わたしの右みぎ足あし首くびにも、糸いとが巻まきついた。

　下したに引ひきずり下おろそうとしてくるのを、必ひっ死しでこらえる。

　あともう少すこし。

　魔ま剣けんまで、あともう少すこしなのに。

　今いまになって、右みぎ足あし首くびの痛いたみがよみがえってきた。

「本ほん当とうに人にん間げんは愚おろかですね。勝かてるはずがないのに、もしかしたらなんて一いち縷るの望のぞみに賭かけて」

　私わたしの足あし首くびが、黒くろくなってきた。

　その黒くろが、どんどん広ひろがっていく。

　びっくりするような冷つめたさだ。

　まるで身体からだが徐じょ々じょに凍こおっていくような。

　ああ、苦くるしい。

　痛いたい。

　身体からだが重おもい。

　呼こ吸きゅうもできなくなってきた。

　歯はを食くいしばって、糸いとを登のぼり、腕うでを伸のばした。

　魔ま剣けんまで、あと、もう少すこしなのに……！

「──アンタの言いう通とおり、人にん間げんは愚おろかよ！」

　京きょう子この叫さけび声ごえが、体たい育いく館かんに響ひびいた。

「人にん間げんはバカだから！　ありもしないことを夢ゆめ見みて、できもしないことを心こころに思おもい描えがいて！　何なん度ど失しっ敗ぱいしてもまた期き待たいをして！」

　ぼろぼろとくやし涙なみだを流ながしながら、

　それでも京きょう子こは、マンガを床ゆかに描かき続つづけている。

「人にん間げんは愚おろかだから、いつまでたっても想そう像ぞうをやめられない！　だけどねえ──」

　京きょう子こが涙なみだにぬれた顔かおを上あげ、赤あか無な木ぎをギリリとにらみつけた。

　胸むなもとの黒くろい石いしから、青あおい光ひかりがもれた。

　あれは……少しょう年ねんマンガの光ひかり？

　いや、それだけじゃない。

　桃もも色いろ、紫むらさき色いろ、赤あか色いろ──たくさんの色いろがからみ合あい、まばゆいほどの白しろい光ひかりとなってあふれだした。

「──人にん間げんの想そう像ぞうが止とまらないかぎり、マンガはなくならない！　だからマンガの神かみ様さまは決けっして滅ほろびない！」

　負まける気きがしない。

　私わたしはもう、負まける気きがしなかった。

「夢ゆめ子こ！　刀かたなの柄つかを引ひいて！」

　京きょう子こに言いわれるがまま、私わたしは刀かたなに手てを伸のばした。

「私わたしが描かくから！　私わたしがマンガを描かくから！」

　マンガを描かく京きょう子この右みぎ手ては止とまらない。

　私わたしも必ひっ死しで腕うでを伸のばした。

「その柄つかを思おもい切きり引ひいて！」

　柄つかにやっと手てが届とどいた。

　そのまま思おもい切きり柄つかを引ひっぱる。

　巻まきついてる糸いとが、ゴムのように伸のびた。

「……行いけえ、魔ま剣けんっ！」

　限げん界かいまで引ひいたところで、柄つかをはなした。

　矢やのように、刀かたなが勢いきおいよく飛とびだす。

　蜘蛛くもめがけて高こう速そくスピードで飛とんでいく魔ま剣けんの刃は先さきに、チリリと火ひ花ばながついた。

　その火ひ花ばなが大おおきく燃もえ上あがり、刀かたな全ぜん体たいが火ひのかたまりとなり、火ひの中なかから巨きょ大だいな翼つばさが広ひろがった。

　赤あかく燃もえる、炎ほのおの翼つばさだ。

　もしかしたらあれは──、

「──不ふ死し鳥ちょう！」

　不ふ死し鳥ちょうと化かした魔ま剣けんが、炎ほのおの翼つばさをはためかせ、ミサイルのように飛とぶ。

　蜘蛛くもの右みぎ目めに、炎ほのおの鳥とりが突つき刺ささった。

　キイイイと奇き声せいを上あげて蜘蛛くもが苦くるしみ悶もだえる。

「まだ終おわらないわよ！」

　マンガを描かきながら京きょう子こが叫さけんだ。

「不ふ死し鳥ちょうは蜘蛛くもの目めを刺さし、頭あたまをつらぬいた後あと、背せ中なかに乗のってる赤あか無な木ぎの心しん臓ぞうをぶち抜ぬく！」

　京きょう子このペンはさらに加か速そくする。

　不ふ死し鳥ちょうが蜘蛛くもの頭あたまを完かん全ぜんに破は壊かいし、今こん度どは赤あか無な木ぎめがけて突とっ進しんした。

「そして赤あか無な木ぎは、『こんなバカな！』って断だん末まつ魔まの叫さけび声ごえを上あげるのよ！」

　京きょう子この言こと葉ば通どおり、赤あか無な木ぎの胸むねに不ふ死し鳥ちょうが激げき突とつした。

「ぐおおおっ！」

　胸むねに食くいこむ不ふ死し鳥ちょうを、赤あか無な木ぎがうなりながら必ひっ死しにつかんだ。

　不ふ死し鳥ちょうが、徐じょ々じょにもとの魔ま剣けんにもどっていく。

　刀かたなの姿すがたにもどっても、炎ほのおだけはメラメラと赤あかく燃もえている。

「……こんなっ、こんなこどもだましで……私わたしをたおせると思おもうなあッ！」

　赤あか無な木ぎは、自じ分ぶんの胸むねから炎ほのおの刀かたなを抜ぬき、勢いきおいよく放ほうり投なげた。

　刀かたなは高こう速そく回かい転てんしながらブーメランのように飛とんで行いく。

　──あの刀かたなは、きっともう一いち度どもどってくる。

　早はやく下したに下おりなくちゃ！

　だけど、半はん分ぶん黒くろくなった身体からだではうまく動うごけず、足あし首くびの糸いとがどうしても外はずせない。

「ふざけやがって！　なにがマンガだ、なにが仲なか間まだ、おまえら全ぜん員いん殺ころしてやる！」

　目めをひんむいて激げき高こうする赤あか無な木ぎは、もはやバケモノにしか見みえない。

　体たい育いく館かん中じゅうの糸いとがザワザワと動うごきはじめる。

　足あし首くびに巻まきついてる糸いとが、私わたしを勢いきおいよく引ひっぱった。

「鬼おに塚づか夢ゆめ子こ、まずはおまえから地じ獄ごく行いきだ！」

　糸いとが、私わたしの身体からだを空くう中ちゅうでぶんぶんとふり回まわす。

　やばいこれ吐はくかも。

　遊ゆう園えん地ちの回かい転てんブランコも苦にが手てなんだってば。

　ふり回まわされる私わたしを見みた京きょう子こが、またなにかを描かこうとした時とき、

「おまえもだ！　娘むすめ！」

　赤あか無な木ぎが、京きょう子この手てをなぎはらった。

　ペンが床ゆかに転ころがってゆく。

「どうだ、ペンがなければおまえにはなにもできまい！　役やく立たたずのその右みぎ腕うでをもぎ取とってやる！」

　私わたしは空くう中ちゅうでさんざんふり回まわされた後あと、

　遠えん心しん力りょくをたっぷりつけた状じょう態たいで壁かべめがけて放ほうり投なげられた。

　猛もうスピードで壁かべが近ちかづいてくる中なか、

　赤あか無な木ぎが、京きょう子この腕うでをつかんでるのが見みえた。

　恐おそろしい形ぎょう相そうで、京きょう子この右みぎ腕うでを引ひきちぎろうとしている。




「やめてえ！」




　京きょう子この絶ぜっ叫きょうが聞きこえた。




　私わたしは壁かべにぶつかる直ちょく前ぜんで身体からだをひねり、

　思おもい切きり壁かべを蹴けった。




　壁かべに当あたったボールのようにバウンドした私わたしは、

　ちょうどそこへもどってきた炎ほのおの魔ま剣けんをしっかりとつかんだ。




　──ヒロインの危き機きに、

　ギリギリ間まに合あうのが、




「それが少しょう年ねんマンガだろうがあ！」

[image: ]




　そのまま直ちょく進しんして、赤あか無な木ぎの胸むねに、

　渾こん身しんの力ちからをこめて魔ま剣けんを突つき刺さした。

「ぐあああああッ！」

　刀かたなは赤あか無な木ぎの背せ中なかまでつらぬいた。

　赤あか無な木ぎがふるえる手てで刀かたなを抜ぬこうとしたが、

　刀かたなの炎ほのおが突とつ然ぜん大おおきく燃もえ上あがり、赤あか無な木ぎの全ぜん身しんを包つつんだ。

「こ、こんなバカなあ……っ！」

　炎ほのおは、巨きょ大だいな火ひ柱ばしらとなった。

　強きょう烈れつな熱ねっ風ぷうが、体たい育いく館かんの屋や根ねをふき飛とばした。

　炎ほのおの中なかから、獣けものが叫さけぶような声こえが響ひびいたが、

　それが蜘蛛くもなのか、赤あか無な木ぎなのかは、わからない。




　──悲ひ鳴めいが数すう秒びょう続つづいた後あと、熱ねっ風ぷうがおさまった。

　目めを開あけると、

　赤あか無な木ぎも、蜘蛛くもも、あとかたもなく消きえていた。

　ぽつん、と黒くろい小ちいさな石いしだけが転ころがっている。




　だがそれも、すぐに煙けむりのように消きえてなくなった。




「終おわった……」

　しんと静しずまりかえった体たい育いく館かんの中ちゅう心しんで、

　私わたしも京きょう子こも、ぼう然ぜんと立たちつくした。

「──ねえ、京きょう子こ」

「なあに、夢ゆめ子こ」

「あのさあ」

「うん」

「自じ分ぶんで言いってて思おもったんだけどさあ」

「うん」

「私わたしがヒーローでさあ」

「うん」

「京きょう子こがヒロインっていうのがさあ」

「うん」

「やっぱうらやましいから私わたしとヒロイン交こう代たいしてくれない？」

　目めを合あわせてしばらく沈ちん黙もくした後あと、「ブハッ！」と二人ふたり同どう時じにふき出だした。




　──夢ゆめ子こさま。




　頭あたまの中なかに直ちょく接せつ、声こえが響ひびいたかと思おもうと、目めの前まえに少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが現あらわれた。

「少しょう年ねんマンガの神かみ様さま！　無ぶ事じだったんだね！」

　よかった！

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまは、いつも通どおりのやわらかなほほえみを見みせた。

　なんだか、もう、何なん年ねんも会あってなかったような感かんじがする。

　京きょう子こは、「すごい、これが少しょう年ねんマンガの神かみ様さまなんだ……！」と、私わたしの横よこで興こう奮ふんしている。

「夢ゆめ子こさま。ご無ぶ事じでなによりです」

「少しょう年ねんマンガの神かみ様さま、今いままでどこでどうしてたの？　私わたしずっと呼よんでたんだよ！」

「申もうしわけありません。ヤツの強きょう力りょくな結けっ界かいのせいで、手ても足あしも出でませんでした。一いっ生しょうの不ふ覚かくです」

「ヤツって……赤あか無な木ぎのこと？」

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまは、静しずかにうなずいた。

「アカナギは、マンガの神かみになれなかった『なりそこない』なのです」

「なりそこない……？」

　マンガの神かみ様さまになるには、厳きびしい修しゅ行ぎょうでもあるのだろうか。

　それともヤツは、なにか大おおきなまちがいでも犯おかしたのか。

　マンガの神かみ様さまになりたかったのに、

　アイツは、なれなかった。

「なりそこないのアカナギが、まさか死しに神がみになっていたとは私わたしも知しりませんでした。しかも夢ゆめ子こさまをねらってくるなんて……いえ、ヤツの目もく的てきは私わたしだったのでしょう」

「アカナギは死しんだの？」

「さあどうでしょう。マンガの神かみ協きょう会かいが、今いま現げん在ざい調ちょう査さをしているところです」

　できればもう、なにも起おきてほしくないけど。

　でも、ああいうヤツはしぶといのが多おおいから、今いまもどこかで、私わたしたちを見みているかも知しれない。

　そしてまた、マンガで人ひと々びとを絶ぜつ望ぼうさせるかも知しれない。

　次つぎこそは勝かてるだろうか。

　私わたしたち人にん間げんは──。




「──おれたち、一いっ体たいなにやってたんだ……？」

　蜘蛛くもに飲のみこまれた生せい徒とや教きょう師したちが、目めを覚さました。

　たがいに顔かおを見み合あわせて、「なんで体たい育いく館かんにいるの？」と首くびをかしげている。

　よかった。みんな無ぶ事じだ。

　幽ゆう斗とくんと、カレンもいる！

　私わたしが、二人ふたりのもとへかけ寄よろうとした時とき、

「バカじゃないの！」

　びっくりした。

　カレンが突とつ然ぜん、幽ゆう斗とくんの頬ほおをピシャリとひっぱたいた。

「身体からだは動うごかなかったけど、意い識しきはあったわ。なんでアンタが一いっ緒しょに食たべられる必ひつ要ようがあるのよ！」

　ものすごくこわい顔かおで幽ゆう斗とくんをにらみつけている。

　幽ゆう斗とくんが、カレンと一いっ緒しょに蜘蛛くもに食たべられた時ときのことを言いっているのかな。

「ああいう時ときは、一人ひとりだけでも逃にげるべきでしょう……」

　カレンが、急きゅうに目めをふせたかと思おもうと、

「……でも、うれしかった」

　涙なみだをひとつぶ、こぼした。

「おまえ、マジでめんどくせえヤツだな」

　幽ゆう斗とくんが困こまったように笑わらい、カレンの頭あたまをガシガシとなでた。

　私わたしは胸むねがじんと熱あつくなった。

　みんなが無ぶ事じで、本ほん当とうに本ほん当とうに、よかった。

　二人ふたりから少すこしはなれたところに、一いちノの瀬せくんの姿すがたを見みつけた。

　今いま、目めを覚さましたところらしく、

　ざわついている生せい徒とたちの間あいだで、ぼんやりと辺あたりを見み回まわしている。

　私わたしと目めが合あうと、全すべてを理り解かいしたように、ふわりとほほえんだ。




「──やっぱりぼくの推すい理りは、大おお当あたりだったみたいだね」




　一いちノの瀬せくんが、太たい陽ようみたいに笑わらった。

　その胸むなもとでは、推すい理りマンガの勾まが玉たまが、紫むらさき色いろに光ひかりかがやいている。




　そうだよ。

　大おお当あたりだったよ。

　私わたしは負まけなかった。

　一いちノの瀬せくんは、世せ界かい一いちの名めい探たん偵ていだよ。

　そう伝つたえたいのに、涙なみだが止とまらなくて、しゃくり上あげるしかできなかった。
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　翌よく朝あさ登とう校こうすると、グラウンドでは体たい育いく館かんの補ほ修しゅう工こう事じをしていた。

　体たい育いく館かんが使つかえなくて不ふ便べんだと、運うん動どう部ぶらしき生せい徒とたちがボヤきながらすぐ近ちかくを通とおりすぎた。

　ほとんどの生せい徒とが、昨日きのうのことはよく覚おぼえていないらしい。

　赤あか無な木ぎ先せん生せいという存そん在ざいも、記き録ろくにも記き憶おくにも残のこっていない。

　でも、それでよかったのかも知しれない。

　全すべてがもとどおりだ。

　私わたしの勾まが玉たまも、青あおのかがやきを取とりもどした。

「──おはよう、鬼おに塚づかさん」

　体たい育いく館かんをぼんやりながめていたら、一いちノの瀬せくんが登とう校こうしてきた。

「おはよう一いちノの瀬せくん。昨日きのうは大たい変へんだったね」

「そうだね。鬼おに塚づかさんはケガとかは大だい丈じょう夫ぶ？」

「うん。その辺へんはほら、少しょう年ねんマンガ効こう果かで」

「そっか」

　それならよかった、と一いちノの瀬せくんがほほえむ。

　私わたしは、一いちノの瀬せくんの顔かおをじっと見みつめた。

　一いちノの瀬せくんの身体からだが蜘蛛くもに飲のみこまれた時ときのことを思おもい出だすと、今いまでも背せ筋すじが冷つめたくなる。

　助たすけることができて本ほん当とうによかった。

　ずっと見みつめていたら、一いちノの瀬せくんが不ふ思し議ぎそうな顔かおをした。

「どうしたの鬼おに塚づかさん、ボーッとして」

「一いちノの瀬せくん。昨日きのうはありがとう」

　私わたしがお礼れいを言いうと、一いちノの瀬せくんはおどろいたような顔かおをした。

「ぼくはなにもしていないよ」

「私わたしを信しんじてくれたでしょ。だから私わたしは強つよくなれたんだ」

「そうなんだ。役やくに立たててよかったよ」

　一いちノの瀬せくんが、少すこしはずかしそうに笑わらった。

　どうしてかな。

　今いまなら素す直なおに、自じ分ぶんの気き持もちを伝つたえられそうな気きがする。

「あのね、一いちノの瀬せくん」

　今いまならきっと、言いえる気きがする。

　一いちノの瀬せくんの言こと葉ばが、どれほど私わたしを強つよくしてくれたのか。

　少しょう年ねんマンガの勾まが玉たまを手てに入いれたのも、一いちノの瀬せくんへの恋こい心ごころがきっかけだったんだよ。

　──そう、全すべては、一いちノの瀬せくんへの想おもいから始はじまったんだ。

　一いちノの瀬せくんを好すきになったから、

　私わたしは、こんなに変かわることができた。

　一いちノの瀬せくんを好すきになってから、

　ずっと、私わたしはすごく、幸しあわせなんだよ。

「あのね、一いちノの瀬せくん。私わたしね……」

「おはようございます夢ゆめ子こさま」

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが、間あいだに割わりこんできた。

　それもすごい笑え顔がおで。

「びっくりした……鬼おに塚づかさんに取とり憑ついてる神かみ様さまは、本ほん当とうに神しん出しゅつ鬼き没ぼつだね」

　一いちノの瀬せくんに憑ついてる神かみ様さまは、そんなにしょっちゅう現あらわれないらしい。

　そりゃそうだ。

　こんなのがしょっちゅう出でてきたら大だい問もん題だいだ。

「ええと、ちょっとごめんね一いちノの瀬せくん」

　一いちノの瀬せくんに背せをむけて、神かみ様さまの胸むなぐらを思おもい切きりつかんだ。

「……わかるよね？　ねえわかるよね？　今いま絶ぜっ対たいジャマしちゃいけない空くう気きだったのわかるよね？」

「いやあ、こういう流ながれが、少しょう年ねんマンガあるあるかと思おもいまして」

「少しょう女じょマンガ的てきにはナシに決きまってるでしょッ！」

「それより夢ゆめ子こさま。大だい事じなお知しらせがあります」

　神かみ様さまが、急きゅうに改あらたまった態たい度どになった。

「昨日きのうの戦たたかいを見みていて、夢ゆめ子こさまが心しん身しんともに非ひ常じょうに大おおきく成せい長ちょうしていることを確かく認にんいたしました。ですので、今日きょうは卒そつ業ぎょう式しきです」

「は？　卒そつ業ぎょう式しき？」

「はい。とうとうお別わかれの時ときが来きてしまいました」

　神かみ様さまが優やさしい笑えみを浮うかべた。

　お別わかれって……どういう意い味み？

「初はじめてお会あいした時ときに申もうし上あげたでしょう。伝でん説せつの刀かたなで千人にんの悪あく人にんをたおせば、私わたしとあなたの因いん縁ねんを断たちきることができると」

　そうだ、忘わすれてた。

　千人にんたおせば、少しょう年ねんマンガとサヨナラできるんだ。

　夏なつ休やすみのうちに、悪あく人にんを[image: 999]人にんまでたおしていたから、

　アカナギを入いれたら、千人にんに……？

「おはよう、夢ゆめ子こ。一いちノの瀬せくん」

「オメーら朝あさからさわがしいな。少しょう年ねんマンガの神かみ様さままでいるじゃねえか」

　ちょうどそこへ、カレンと幽ゆう斗とくんがならんで登とう校こうしてきた。

　でも、なんだか違い和わ感かんがある。

　ああそうだ、

　いつものイケメン集しゅう団だんがいない。

「ねえカレン、なんで今日きょうは男だん子しの大たい群ぐんがいないの？」

　カレンが登とう校こうする時ときは、いつも男だん子しが大たい量りょうにひっついてるのに。

「もう、勾まが玉たまを持もってないから」

　そう言いってほほえむカレンの胸むなもとに、うす桃もも色いろの勾まが玉たまはなかった。

「なんで勾まが玉たまがないの？」

「呪まじないが解とけたからよ」

「えっ、解とけたの？　どうして？」

「私わたしが少しょう女じょマンガの勾まが玉たまを授さずかった時ときに願ねがったのは、『好すきな人ひとには素す直なおになれますように』だったの。その願ねがいが叶かなったから、もう呪まじないは解とけたのよ」

　少すこしはずかしそうにしながら、カレンはとなりにいる幽ゆう斗とくんを見みつめた。

「ちなみにね、幽ゆう斗との呪まじないも解とけたのよ」

「ええっ、そうなの!?」

　幽ゆう斗とくんが、めんどくさそうに頭あたまをボリボリかいた。

「おれも、願ねがったのは『好すきな女おんなを守まもりたい』だったから……」

　なんか、小こ声ごえでぶつぶつ言いってる。

　そんな幽ゆう斗とくんを見みて、カレンがクスクス笑わらってる。

　一いちノの瀬せくんが「二人ふたりともおめでとう」と言いうと、カレンと幽ゆう斗とくんは同どう時じに顔かおを赤あかくした。

　そっか。

　そっかあ。

　二人ふたりとも、願ねがいが成じょう就じゅしたんだね。

　これからは勾まが玉たまの力ちからを借かりずに、

　二人ふたりの時ときを重かさねていくんだね。

　それって、とってもステキ。

「──夢ゆめ子こさま」

　ふり返かえると、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが、優やさしくほほえんでいた。

「さあ、夢ゆめ子こさま。魔ま剣けんをこちらへ」

　神かみ様さまが、そっと手てを差さしだした。




　──そうだ。

　今こん度どは、私わたしの番ばんだ。




　ちらりと一いちノの瀬せくんの方ほうを見みると、

　優やさしい笑え顔がおで、うなずいてくれた。

　私わたしは腰こしのホルダーから魔ま剣けんを外はずし、神かみ様さまに渡わたした。




　神かみ様さまの手ての上うえで、魔ま剣けんが白しろく発はっ光こうした。

　そして瞬またたく間まに小ちいさな光ひかりの粒つぶとなり、

　青あおい空そらへのぼって、

　シャボン玉だまみたいに、ふわりと消きえてしまった。




「消きえた……」




　消きえちゃった。

　さようなら、魔ま剣けん。

　たくさんたくさん、助たすけてくれてありがとう。

　青あお空ぞらにむかってお礼れいを言いった。

　ちょっぴりさみしい気きもする。

　でも、全すべて終おわったんだ。

　私わたしは少しょう年ねんマンガを卒そつ業ぎょうするんだ。

　少しょう年ねんマンガを卒そつ業ぎょうして、今日きょうから私わたしは──、
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「はい、これが夢ゆめ子こさまの新あたらしい武ぶ器きです」




　──大おおきな金かな棒ぼうを渡わたされた。




「……なにこれ」

「どんな邪じゃ悪あくな魔ま物ものでもこっぱみじんにすることのできる、最さい強きょうの金かな棒ぼうです」

「そういうことを聞きいてるんじゃない」

「あ、もちろん魔ま剣けんと同どう様よう、敵てきの命いのちをうばうことはありませんからご安あん心しんください」

「だからそういうことを聞きいてるんじゃない。なんで私わたしが金かな棒ぼうを渡わたされなくちゃいけないの？」

「斧おのの方ほうがよかったですか？」

「だからそういうことを聞きいてるんじゃないわアァーッ！」

　私わたしは少しょう年ねんマンガを卒そつ業ぎょうするんじゃないの!?

　普ふ通つうの女おんなの子こにもどるんじゃないの!?

　なんで金かな棒ぼうを渡わたされなくちゃいけないのよ！

　刀かたながなくなって、次つぎが金かな棒ぼうって！

　これ、昔むかし話ばなしに出でてくるこわい鬼おにが持もってるやつだよね！

「どういうことなのよ！　私わたしは今日きょうで少しょう年ねんマンガを卒そつ業ぎょうするんじゃないの!?」

「だれもそんなこと言いってませんよ。今日きょうは魔ま剣けんの卒そつ業ぎょう式しきです」

「千人にんの悪あく人にんをたおせば因いん縁ねん断たちきれるって言いったじゃん！　私わたしもう千人にんたおしたでしょ！」

「昨さく夜や行おこなわれたマンガの神かみ協きょう会かい緊きん急きゅう会かい議ぎで、夢ゆめ子こさまがたおすべき悪あく人にんの数かずが、千人にんから一万まん人にんに変へん更こうとなりました」

「勝かっ手てに増ふやすなあッ！」

「人にん数ずうが増ふえたことですし、武ぶ器きも新あたらしくしようかなーと思おもいまして、夜よなべして金かな棒ぼうを作つくっちゃいましたウフフ」

　ウフフじゃないわアァァ！

　意い味みわかんない！

　なんなのよ、この展てん開かい！

　武ぶ器きがデカくなるわ、人にん数ずう増ふやされるわ！

　つか、重おもいなこの金かな棒ぼう！

　私わたしの身しん長ちょうよりデカいんですけど！

　こんなの持もって行こう動どうできるか！

　日にち常じょう生せい活かつに支し障しょうありまくりだわ！

「夢ゆめ子こ、おはよー！」

　背せ中なかに京きょう子こが抱だきついてきた。

　と同どう時じに、私わたしの持もってる金かな棒ぼうを見みて、瞳ひとみを大おおきく見み開ひらいた。

「うわあ！　その金かな棒ぼうカッコイイ！　もしかして夢ゆめ子この新あたらしい武ぶ器き!?」

「いや、私わたしはいらないんだけど、神かみ様さまが勝かっ手てに……」

「それより聞きいて夢ゆめ子こ！　こないだ出しゅっ版ぱん社しゃに持もちこみした原げん稿こうが、雑ざっ誌しに掲けい載さいされることになったの！」

「えっ、持もちこみなんてやってたの？」

「うん、親おやにナイショでこっそりね。ついでに連れん載さいも決けっ定ていしました！」

「すごおおおい！　それってプロデビューじゃん！」

　おめでとう！　ありがとう！　と叫さけびながら、私わたしと京きょう子こは力ちからいっぱい抱だき合あった。

　すごいすごい！

　とうとう京きょう子こが、マンガ家かデビューだ！

「あ、でも京きょう子このご両りょう親しんは、マンガに反はん対たいしてるんじゃなかったの？」

「ふふふ、だいじょーぶ！　一ひと晩ばんかけて説せっ得とくした結けっ果か、認みとめてもらえたよ！」

「本ほん当とうに!?　すごいじゃん！」

「夢ゆめ子このがんばる姿すがたを見みたら、なんだか私わたしも勇ゆう気きがわいてきてさ」

　テヘヘとはずかしそうに笑わらう京きょう子こを見みて、私わたしは胸むねがいっぱいになった。

　うれしいのに、なぜか涙なみだがこぼれそうになる。

「あとね、あの子こたちも実じつは同どう人じん誌し描かいてるんだって！」

　京きょう子この視し線せんの先さきに、女じょ子しグループがいた。

　あれはたしか、ハンバーガーショップで京きょう子この悪わる口くちを言いっていた五人にん組ぐみだ。

　昨日きのうタンカで運はこばれた、舞まい子こという少しょう女じょもいる。

　もうすっかり元げん気きになったんだね。

　みんな笑え顔がおで、京きょう子こに手てをふっている。

「私わたしのマンガ、おもしろいって言いってくれたの。マンガの描かき方かた教おしえてって言いわれちゃって。今こん度ど一いっ緒しょにアニメイベントにも行いこうって約やく束そくしてるんだ」

　昨日きのうの今日きょうで、一いっ体たいいつの間まになかよくなったのだろう。

　でも、わかるよ。

　京きょう子このマンガを読よめば、だれだってみんなワクワクして、勇ゆう気きがわいて、優やさしい気き持もちになるに決きまってる。

　私わたしは京きょう子こに見みえないように、そっと涙なみだをぬぐった。

「でね、新しん連れん載さいなんだけど、主しゅ人じん公こうのモデルはもちろん夢ゆめ子こなんだ！　武ぶ器きは日に本ほん刀とうにしようと思おもってたんだけど、金かな棒ぼうもカッコイイなあ、金かな棒ぼうに変へん更こうしようかなあ」

「……刀かたなも金かな棒ぼうもいらないってば。イケメンとの恋れん愛あいを描かいてよ京きょう子こセンセイ」

「すばらしいですね京きょう子こさま！　金かな棒ぼうを持もつ夢ゆめ子こさまが活かつ躍やくする少しょう年ねんマンガは、日に本ほん中じゅうに夢ゆめと希き望ぼうを与あたえる不ふ朽きゅうの名めい作さくになることまちがいなしです！」

「でしょーっ！　さすが少しょう年ねんマンガの神かみ様さまは、話はなしがわかるう！」

　京きょう子こと神かみ様さまが意い気き投とう合ごうしてハイタッチした。

　なんなの、アンタら。

　そんなに気きが合あうなら、もう京きょう子こに取とり憑つけばいいじゃん。

　アンタら二人ふたりで少しょう年ねんマンガ活かつ動どうすればいいじゃん。

「とにかく私わたしはこれいらないから！」

　金かな棒ぼうを神かみ様さまに返かえして、ダッシュでその場ばから逃にげた。

　……のだけれど、

「えええええうそでしょおお！」

　なんと金かな棒ぼうが、ひとりでに空くう中ちゅう浮ふ遊ゆうし、私わたしの後あとを追おってきた。

　私わたしは必ひっ死しで走はしった。

　だけど、走はしっても走はしっても追おいかけてくる！

　なにこの怪かい奇き現げん象しょう、めっちゃこわいんですけど！

「──鬼おに塚づかさんおはよう！」

　走はしりながらふり返かえると、剣けん持もちくんが笑え顔がおで手てをふっている。

「朝あさから元げん気きそうだね！　ぼくもさっき、異い世せ界かいに転てん生せいしてきたよ！　勾まが玉たまの力ちからが、ちゃんともとにもどったんだ！」

　ああそうですか、そりゃよかったですね。

　私わたしも勾まが玉たまの力ちからがもとにもどったせいで、

　こうして金かな棒ぼうに追おいかけられてるけどね！

「鬼おに塚づか夢ゆめ子こ、どうやらおまえの勾まが玉たまの力ちからも、もどったみたいだな」

　今こん度どは犬いぬ神がみくんが登とう校こうしてきた。

「おれの推すい理り力りょくも、すっかりもとどおりさ！　今朝けさの星ほし占うらない一位いがおとめ座ざだと見みぬいたおれは、やはり学がっ校こう一いちの名めい探たん偵ていだな！」

　犬いぬ神がみくんが、ドヤ顔がおで前まえ髪がみをかき上あげている。

　星ほし占うらないの結けっ果かを見みぬくために推すい理り力りょくを駆く使しするとか、

　完かん全ぜんにムダづかいだと思おもうよ。

「じゃあね夢ゆめ子こ。私わたしのどかわいたから、ジュース買かいに行いってくるわ」

　ええええ待まってよカレン！

　親しん友ゆうが金かな棒ぼうに追おいかけられてるのにジュース優ゆう先せんとか、かなしすぎるんですけど！

　いいよねカレンは。願ねがいが成じょう就じゅしたから解かい放ほうされて……って、

　あれ？

　そう言いえば、私わたしの願ねがいの成じょう就じゅは？

「い、一いちノの瀬せくーんっ！」

　走はしりながら、大おお声ごえで一いちノの瀬せくんを呼よんだ。

　だって、だって！

　私わたしが時とき愛め喜き神じん社じゃで願ねがったのは、

「一いちノの瀬せくんとステキな恋こいができますように」だったもん！

　つまり悪あく人にんを一万まん人にんたおさなくても、

　一いちノの瀬せくんとステキな恋こいさえできれば、

　少しょう年ねんマンガの呪まじないが解とけるはず！

「一いちノの瀬せくん一いちノの瀬せくん！　私わたしのために少しょう女じょマンガを研けん究きゅうしてくれてるんだよね！　それって、私わたしと少しょう女じょマンガみたいな恋こいをしてくれるってことだよね！」

　あれ？　一いちノの瀬せくんどこ行いった？

　走はしりながら捜さがすと、グラウンドのすみっこにいる一いちノの瀬せくんを発はっ見けん。

　一いちノの瀬せくんの横よこには少しょう年ねんマンガの神かみ様さまがいて、なんかヒソヒソ耳みみ打うちしてる。

「ちょっと神かみ様さま！　一いちノの瀬せくんに、なにナイショ話ばなししてるの!?」

　猛もうダッシュで二人ふたりのもとへ行いくと、神かみ様さまがにっこりほほえんだ。

「今日きょうはいいお天てん気きですね、と雑ざつ談だんしていただけですよ」

「ほんとに!?　ああそれより一いちノの瀬せくん、私わたしと少しょう女じょマンガみたいな恋れん愛あいしてくれるんだよね！」

「その件けんについてなんだけど鬼おに塚づかさん」

　一いちノの瀬せくんが、メガネのブリッジを指ゆびでくいとおし上あげた。

「実じつはぼく、悪あく人にんを一万まん人にんたおした女じょ子しと恋れん愛あいしたいなあと常つね々づね考かんがえていたんだ」

　ああ、悪あく人にんを一万まん人にんたおした女じょ子しとの恋れん愛あいね。

　うんうん。

　そういう恋れん愛あいしたがる男だん子し、いるよねー。

「……って、いるワケないでしょ！　それ絶ぜっ対たいなんかふきこまれたよねッ!?」

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまにふきこまれたよね!?

　悪あく人にんを一万まん人にんたおした女じょ子しと恋れん愛あいしたいなんてそんな恋れん愛あい観かん聞きいたことないわッ！

「一いっ体たいなにをふきこまれたの一いちノの瀬せくん！」

「誤ご解かいだよ鬼おに塚づかさん、ぼくは買ばい収しゅうなんかされてないよ」

「買ばい収しゅうされたんだッ!?　なにで買ばい収しゅうされたのッ!?」

「コナン・ドイルの直じき筆ひつサインで買ばい収しゅうなんかされてないよ」

「コナン・ドイルに負まけたあああ！」

　くやしいィィ！

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが「一万まん人にん達たっ成せいがんばりましょう夢ゆめ子こさま！」ってガッツポーズしてる。

　そんなはげまし、全ぜん然ぜんいらない！

「──待まっていたぞ、鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！」

　いつの間まにか正せい門もん前まえに、大おお勢ぜいの人ひとが集あつまっていた。

　リーゼントの不ふ良りょう、忍にん者じゃ、陰おん陽みょう師じ、モヒカン男おとこ、吸きゅう血けつ鬼き、魔ま術じゅつ師し、大だい魔ま王おう……。

　少しょう年ねんマンガの敵てきキャラたちが、メラメラと闘とう志しのオーラをたぎらせてスタンバってる。

「鬼おに塚づか夢ゆめ子こ、今日きょうこそおまえをたおしてやる！」

　敵てきキャラの大たい群ぐんが、地じ面めんをゆらしながら突とっ進しんしてきた。

　──ええい、こうなったら仕し方かたがない！

　私わたしは宙ちゅうに浮ういている金かな棒ぼうをつかんだ。

　あれ、なんだこれ。

　金かな棒ぼうに、ピンク色いろの大おおきな花はながたくさんついてる。

　さっきはこんなのなかったはず。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが「ふふふ」とうれしそうな顔かおでそばへやって来きた。

「夢ゆめ子こさまのために、金かな棒ぼうをかわいらしくデコレーションしておきました。これで少しょう女じょマンガのヒロインぽくなったでしょう？　やれやれ全まったく、夢ゆめ子こさまはワガママで困こまったものですねえ。私わたしも苦く労ろうしますよほんとに」

　ちょ……、少しょう女じょマンガをなんだと思おもってるんだ。

　ピンクの花はながついた金かな棒ぼう持もったヒロインて、それなんてタイトルの少しょう女じょマンガなのよ。

「鬼おに塚づか夢ゆめ子こ、覚かく悟ごしろおおお！」

　敵てきキャラたちが、一いっ斉せいに飛とびかかってきた。

　やりたくないけど、金かな棒ぼうで次つぎ々つぎにぶっ飛とばした。

　金かな棒ぼうなんか使つかったことないのに普ふ通つうに使つかえてる自じ分ぶんがかなしいっ！

「──鬼おに塚づかさん！」

　一いちノの瀬せくんが、敵てきキャラの大たい群ぐんをかきわけて、息いきを切きらしながら私わたしのもとへやってきた。

　もしかして、私わたしを心しん配ぱいして、助たすけに駆かけつけてくれたの!?

「鬼おに塚づかさんよく聞きいて！　ぼくの推すい理りが正ただしければ、悪あく人にん退たい治じ一万まん人にんを最さい短たんで達たっ成せいするには海かい外がい進しん出しゅつも視し野やに入いれた方ほうがいいと思おもうんだ！」

「だからそういうアドバイスはいらないんだってば！　そんなこと言いいにわざわざ来きたの!?」

「でも鬼おに塚づかさん」

「まだあるのっ!?」

「困こまってるだれかのために戦たたかう鬼おに塚づかさんが、ぼくは好すきだよ」

　一いちノの瀬せくんが、ふわりとほほえんだ。

　胸むねが、きゅうっとなった。

　一いちノの瀬せくんは、ズルい。

「……たおせばいいんでしょ、たおせばァー！」

　金かな棒ぼうをふり回まわし、後あとから後あとからわいてくる敵てきキャラたちを、力ちから任まかせにぶっ飛とばした。

　私わたしだって、私わたしだって、

　一いちノの瀬せくんの、その優やさしい笑え顔がおが大だい好すきだよ！

　一いちノの瀬せくんと、少しょう女じょマンガみたいにステキな恋れん愛あいがしたいんだよ！

　それなのに、

　それなのにィィ！







　言いったって仕し方かたがないのはわかってる。

　だけど、やっぱり言いいたい。

　どうしても言いってやりたい。




　やっぱり、

　こんなの、

　ちっとも、







「──少しょう女じょマンガじゃなあああいっ！」







　青あお空ぞらの下したで、私わたしの声こえがこだました。




　私わたしの雄お叫たけびが、街まち中じゅうに響ひびいて、

　風かぜに乗のって空そらを渡わたって、

　日に本ほん中じゅうのマンガの神かみ様さまにとどきますように。


[image: ]









　　あとがき




　──え、また間ま違ちがえた？

　いいかげんにして下くださいよ、第だい１巻かんの時ときも取とり違ちがえてたじゃないですか。

　一いっ体たい今こん度どはどのマンガと間ま違ちがえたんですか？

　いやわからないってそんな無む責せき任にんな……、あッ！

　こんにちはみなさん！　失しつ礼れいしました！

　私わたしは、少しょう年ねんマンガの神かみです！

　え？　今いまだれと電でん話わしてたのかって？

　だれとも電でん話わしてませんよ気きのせいですよウフフ。

　さてさて、『少しょう女じょマンガじゃない！』第だい３巻かんは、楽たのしんで頂いただけたでしょうか。

　今いままでにない凶きょう悪あくな敵てきが現あらわれて、一いち時じはどうなることかと私わたしもヒヤヒヤしましたが、夢ゆめ子こさまはよくがんばって下くださいました！

　やはり夢ゆめ子こさまは、根ねっからの少しょう年ねんマンガ気き質しつだと思おもいます！

　……あ、夢ゆめ子こさまがむこうで怒おこってる。

　私わたしは少しょう女じょマンガみたいな恋こいがしたいのー！　と、叫さけんでおられますが。

　金かな棒ぼうふり回まわしながら言いわれましてもねえウフフ。その金かな棒ぼう、よくおにあいですよ夢ゆめ子こさま！

　──それでは、最さい後ごまで読よんで下くださった読どく者しゃのみなさまに、私わたしからのプレゼントです。

　少しょう女じょマンガの神かみにお願ねがいして、この本ほんに呪まじないをかけてもらいました。

　そうです、「少しょう女じょマンガみたいにステキな恋こいができる呪まじない」です！

　みなさまには今日きょうから、少しょう女じょマンガみたいな胸むねキュンを、たっぷりと楽たのしんで頂いただきます！

　たぶん！

　いや大だい丈じょう夫ぶです！

　なんでそんな不ふ安あんそうな顔かおしてるんですかみなさん！

　今こん度どこそ大だい丈じょう夫ぶですって！

　……まあ、ないとは思おもいますが、万まんが一いち。

　忍にん者じゃやおばけが現あらわれたり、謎なぞの暗あん号ごう文ぶんが届とどいたり、異い世せ界かいに転てん生せいしてしまった場ば合あいは、

　あわてず、さわがず、落おちついて。ゆっくり息いきを吸すいこんで、こう叫さけんで下くださいね。

　はい、せーのっ！




「──少しょう女じょマンガじゃない！」








少しょう年ねんマンガの神かみ（代だい筆ひつ 水みず無なし仙せん丸まる）
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